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プロローグ






「んっ……んっ……」

　オフィスで甘く蕩ける声をあげながら、赤岩あかいわ椿つばきは一つに束ねた黒髪を乱しながら、羞恥心と戦っていた。

　先ほどまで真剣に仕事をしていたデスクに体を横たえられて、長身の宗像むなかた瑛人えいとが覆い被さってきている。

「んっ……誰か……来たら……」

「来ないですよ」

　柔らかい声音は、いつもより熱を帯びているようだった。

　宗像から真っ直ぐ見つめられて、椿は恥ずかしさと心地よさが入り混じっている。

　恐怖心もまだあるが、もう気持ちは止められそうにない。

　宗像と一緒にいると心地良さと安心感があって、それまでのトラウマが消えていくのだ。

　椿は小柄な体を快感で震わせながら、潤んだ瞳で宗像を見つめた。

　宗像はネクタイを緩めて、椿の唇に強引なキスをしてくる。

「ンンッ」

「もう我慢なんて出来ませんから」

「が、まん？」

「ええ、ずっと我慢してたんです」

　椿は動揺した。

　まるで彼が自分に好意があるように聞こえる。

　宗像は友達だと言って気楽に接してくれていたし、酔った自分を介抱してくれた時すら手を出さなかった。

　だからこそ、友達なんだと思い、膨らむ好意を封印していた。

　彼の言葉によればバレンタインデーのあの日から我慢させていたことになる。

　宗像はいきなりブラウスのボタンを剥ぎ取っていくと、胸に顔を埋めてくる。

「きゃっ」

　困惑していると、ブラをずらされ、先端をぺろぺろと舐め回されてしまう。

「んっあっ」

「可愛い……」

「やあぁ」

　恥ずかしさで顔を覆うと、宗像から手で払われた。

「見せてください。どんな顔してるか」

「こんなの反則」

「反則じゃありません。お互いにきちんと気持ちを確認していますし」

「そうじゃなくて……。こんなところで、こんなこと」

「じゃあ、今からホテルに行きますか？」

　言われて、椿はどきりとする。

　今から中断して服を整えてホテルを探すなんてことをしていたら、熱が冷めてホテルなんて行けなくなるだろう。

　そんなことを考えていると、宗像は指先で先端を摘み上げてくる。

「んんっんっ！」

「声。我慢しなくていいですから」

「どう、して？」

「警備員、この時間は来ません」

「で……でも……あっああっ！」

　いきなり先端を捏ね回されて、椿は体を仰け反らせた。

　感じたことのない快感に勝手に声が出てしまう。

　腹の奥がジンジンし始めて、蜜がトロトロと溢れ出して下着を汚し始めた。

「ふあっあっあっ！」

「こっちは？　どうなってるか確かめてみますね？」

「やっ！」

「ちゃんと見ないと」

　楽しむ宗像に対して、椿は慌ててジタバタした。

　しかし、宗像は簡単にスカートを捲り上げて下着を脱がしてしまう。

　そして秘丘を指先でするすると撫でられてしまった。

「蜜で溢れて蕩けていますね」

「言わないで……。恥ずかしいから」

「初めてですか？」

　椿は小さく頷いた。

　二十八歳まで処女を守り抜くほど、恋愛は苦手だった。

　トラウマのせいで、男性不振気味でもあり、恋愛とは縁遠い生活をしていたのだ。

　それなのに、宗像だけは心が許せてしまった。

　宗像は二歳年下で、最近は思い切りアプローチされている。

「じゃあ、ここで少しした後にホテルでしましょうね」

「だめっ」

「ベッドでちゃんとしないと、お風呂にも入れませんから」

　言いながら、宗像はするすると滑りに任せて秘丘を撫で回してきて、体がブルブル震えてしまう。

　蜜が溢れ出して止まらなくなってくると、宗像は指を突き入れてきた。

「ンンッ！」

「痛いですか？」

「平気……」

「たっぷりほぐして、僕のものにしますね」

「宗像く……」

　頭の中が蕩けて、何も考えられなくなってしまいそうだった。こんな痴態を晒しているのに、彼に触れられていると思うと幸せに満ちてしまう。

　宗像の優しい表情と裏腹に、指が獰猛に抜き差しを始める。

「あっあああっ！」

　グチュグチュと卑猥な音を立てながら内壁を擦り上げられて、椿は体を捩って必死に快感から逃げようとした。

　自慰では得られないような刺激に、少し指を動かされただけでも果ててしまいそうだ。

「ナカ、もうトロトロです。僕のこと、少しは認めてくれてますか？」

「……認め……てるから……」

　椿は腹の奥から湧き上がるジワジワした感覚に耐えきれなかった。

　まだ少し弄られているだけなのに、もう宗像と一つになりたいと思ってしまう。

（私、こんなに宗像くんのことが好きだったの？　止められない）

　椿の困惑とは裏腹に、宗像はめちゃくちゃに蜜壺を掻き混ぜ始める。

「ふああああっ！」

「じゃあ、もっと刺激強くしますね？」

「ら、らめっ。む、宗像くんっ――」

　すると彼はにっこり微笑んだ。

「そんなお願いされると、ちゃんとイカせて気持ちよくさせたくなります」

　宗像はいきなり指を引き抜くと、秘丘に顔を埋めてきた。

「きゃあっ」

「たっぷり、イかせてみせますね」

　言うなり、舌を蜜壺に突き入れて、舐め回してくる。

「ふああっ……ああっ……ああっ！」

　椿は羞恥心と恥ずかしさで蕩けきってしまった。

　イヤイヤと首を振りながら悶えても、宗像は夢中で舐めて止めてくれそうにない。

　ぴちゃぴちゃと音を立てて舐めてくるので、オフィスには相応しくない音が響いている。

　椿は一気に頂きを昇り詰めてしまい、頭を真っ白にさせた。

「あああああああっ！」
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 　果ててしまうと、宗像は顔を上げて口の周りの蜜を拭った。

 「イケたみたいですね。じゃあ、もっとしましょうか」

 「宗像く……」

 　とろんとした目で椿は宗像を見つめた。

 　彼は我慢していたと言っていただけあって、簡単には止めてくれそうになかった。

 　そもそも、彼からバレンタインチョコのお返しを貰ったり、見つめられたり、ただの友達にしてはおかしな距離感だった。

 　宗像のことを友達として信用していたこと、そして心の奥底にある好意に気がついても蓋をしたことがいけなかったのだろう。

 　きっと今晩は、お互いに止められないと思う。

 　そんな気がしながら、椿は宗像の肉塊をオフィスで初めて受け入れた。









第一話　バレンタインデー







　寒さが厳しくなる頃、春が恋しくなる季節になる。

　一月も後半になる頃から、バレンタインデーのニュースがネットにも頻繁に流れるようになった。

　椿はこの季節が来たかと心の中でため息を吐きつつ、同じ部署である広報部の男子社員の好みをリサーチしていた。

　係長や課長は少し豪華に、同僚にはお返しに困らないが美味しいものを選び、チョコが嫌いな男子にはおつまみやお菓子の詰め合わせなどを選んでいた。

　どれもこれも、お返しに困らない程度の金額に抑えて、自分の懐も痛くない程度に抑えておく。

　といっても、人数がいるだけに出費は免れない。

　粗方リサーチが終わり、二月に入ると早速リサーチしたものをデパートなどへ買い出しに行く。

　もちろん、同じ気持ちの女性でデパートはごった返していた。

　久しぶりに来たデパートだが、人が多くて、椿は人酔いしてしまいそうなほどだ。

　さっさと目当てのチョコを買って、自分へのご褒美チョコを買うと、催事場を後にした。

　最後にチョコ嫌いの男性向けに輸入菓子の店に立ち寄ってお菓子を買うと、帰宅する。

　部屋に着く頃にはぐったりしてしまっていた。

（バレンタインデーなんて、自分の為だけにあればいいのにな〜）

　そう思いながら自分の為に買った高級チョコを開ける。

　普段は買わないようなチョコで、あのデパートに向かった目的はこのチョコの為だと言っても過言じゃない。

　パクりと一つ食べてみると、口の中で蕩けていく。

「美味しい〜」

　椿はすっと立ち上がると、キッチンに向かって湯を沸かし、コーヒーを淹れる準備を始めた。

　先ほどまで疲れきっていたのに、少し元気が出てきた気がする。

　湯が沸いてコーヒーを淹れると、椿は浮かれた。

（人気のチョコ買えて良かった〜）

　ネットで偶然見かけた、有名パティシエのチョコなのだ。

　日本で販売しているのは、出向いたデパートと白金しろかねにある店舗だけ。

　噂通りの美味しさで、椿はもう一粒口に運んでしまう。

　ピスタチオを使ったチョコは、香ばしい味もして美味しさがさらに増していた。

「美味しい〜。こういう有名パティシエとコラボした商品出来たらな〜」

　椿は職業柄、そんなことを口にしてしまう。

　菓子メーカー『ロイエ』の広報で勤めている為、目新しい商品を見つけるとつい買ってしまうのだ。

　コラボ商品は年々増えていて、有名パティシエ監修のお菓子は注目される。

　広報に勤める椿には商品についてはどうにも出来ないことだが、情報として色々と持っていた方がいい。

　バレンタインデーで唯一嬉しいと思えるのは、世界中の有名パティシエのチョコが食べられることだろう。

（とりあえず、明日みんなにチョコ配ったら、このイベントは終了）

　椿はほっと一息ついて、またチョコを一粒頬張った。

　くりっとした目がキラキラ輝く。

　バレンタインデーに告白したことは生まれて一度もない。

　恋愛は一度辛い思いをしてから二度としないと決めていた。

　こういうイベントはさっさと済まして、通常業務へ戻るに限るのだ。

　椿は風呂に入りベッドに横になると、幸せに満ちて眠りに落ちた。

　翌朝、椿は紙袋を持ちながら、出社してきた順番にチョコや菓子を手渡ししていた。

「今日はバレンタインデーなので」

　そんな言葉を添えながら、事務的に渡していく。

　男性だって、社会人になればこのイベントが面倒になってくる人もいるだろう。

　椿はテキパキ渡していくと、最近入社したばかりの宗像にチョコを手渡した。

「宗像くん。これ良かったら食べて」

「え……」

「今日バレンタインデーでしょ？　義理チョコ」

「ありがとうございます。嬉しいです」

　宗像は頬を染めて嬉しそうに目を細めた。

「本当に貰っていいんですか？」　

「うん。みんなに配ってるし」

　椿は不思議に思いながら、宗像を見つめる。

　すると彼は幸せそうな笑みを浮かべて、椿を見てきた。

「今日のお昼に大事に食べます」

（大事……？　別に大事に食べなくても。そんなに量もないし、高いものでもないし）
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　椿が不思議に思いながら首を傾げていると、別の女子社員が宗像にチョコをあげていた。

　しかし彼はしれっとした態度で、チョコを拒否した。

（え。なんで貰わないんだろ。あれも義理チョコでしょ？）

　椿が不思議そうに見ていると、女子社員が不服そうな声を上げる。

「宗像くん。貰ってくれないの？　キャラメルとか、飴がよかった？」

「いえ、僕はもういりません」

「ええ。まあ、いいんだけど、チョコ苦手だったんだ」

「いえ、チョコは好きなんですが。これ以上受け取るわけにはいきませんから」

　宗像の言葉に女子社員がめざとく椿があげたチョコを見つける。

「ああ、誰かからチョコ貰った？　やだ、ごめんごめん」

「すみません」

　二人のやり取りに、椿は頭にはてなマークが浮かぶばかりだ。

　先ほどまで宗像はチョコを受け取ってくれたし、その前に誰かから貰った様子もない。

（私のチョコは義理チョコだし？　義理チョコって伝えたし？）

　不思議だと思いつつ、宗像は幸せそうに自分のデスクに座ってしまう。

　椿はチョコ配りを終わらせようと入り口付近に立って男子社員にチョコを配った。

　評判も良く、宗像のような態度を見せる者もいない。

（まあ、みんな同じものだし。評判も悪くないし）

　チョコを配り終えてデスクに座ると、ホッとして伸びをして仕事を始めようとした。

　その時、不意に以前付き合っていた大学時代の男、吉崎よしざきを思い出した。

　バレンタインデーの時、彼は椿のことをどんな目で見ていたのだろうと考えてしまう。

　二股され、しかも、もう一人の女性とどちらが可愛いかを友達と賭けていたのだ。

　何も知らない椿は、頑張って手作りチョコをプレゼントしたり、お財布をあげたり、色々と考えて、吉崎に好かれようと必死だった。

　しかし、彼は友達とそんな必死な椿の行動を笑っていたのだ。

（アイツのことは忘れよう）

　そう自分に必死に言い聞かせるものの、心臓がバクバク鳴り出した。

　彼がしたことを思い出したせいだ。

　チョコをあげたとき、薄く笑っていたのを思い出してしまう。

「赤岩先輩」

「は、はいっ」

　いきなり呼ばれて何かと振り向けば、宗像だ。

「チョコ、ありがとうございます」

「う、うん」

（義理チョコなんだけどな。それとも、宗像くん、チョコ貰うの初めて？　でも、このルックスで？）

　椿は宗像を改めて見つめた。

　長身で細身のスーツを着こなし、掘りの深い顔立ちが印象的で、少し筋肉がついた女子が好みそうな男子だった。

　髪の毛も黒髪でサラリとしており、切長の瞳が印象的だ。確か二十六歳だったと思う。

　チョコを初めて貰うとは考えにくい。

　椿は小柄な為に宗像を少し見上げた。

「お礼が言いたかったもので。すみません」

「ううん。そんな大したものじゃないのに」

「嬉しいです。仕事に戻ります」

　そう言ってさっさと宗像はデスクに戻ると椿は首を傾げる。

（そんなに嬉しいかな。チョコ。一箱五百円）

　椿は自分へ買った高級チョコを思い出して申し訳ない気分になりそうだった。

　しかし、宗像が来たおかげか、吉崎のことはすっかり忘れてしまえた。

　仕事に集中しようと、椿はパソコンの電源を入れる。

　メールチェックを始めると、すっかり仕事モードになって椿は仕事に集中し始めた。







　――一ヶ月後。







「今度、一緒にレストランに行きませんか？」

　突然、宗像に休憩室に呼ばれて行ってみると、開口一番に言われた。

　椿は驚いて目が点になった。

　宗像とは仕事の話以外会話をしていないし、何かお礼をされるようなこともしていない。

　突如誘われても、困ってしまって言葉に詰まった。

「あの……バレンタインのお礼です。今日、ホワイトデーだから」

「え？　あ……そういえば」

「ですので、レストランに」

「でも、宗像くんに渡したのはみんなにも配った物と同じだし、お礼なんていらないから」

「お礼をさせてください！」

　宗像に強く言われて、椿はたじろいだ。

　五百円のチョコ一箱で、どうして彼はレストランに誘おうなんて思ってしまったのだろう。

（なんでこんなことに。義理チョコだって思ってない……？）

「今夜、空いてますか？」

「今夜!?　その。えっと」

「空いてますね？　それでしたら、仕事が終わった頃を見計らって僕が声をかけます。一緒にレストランに行きましょう」

（仕事が終わった頃を見計らって？　なんで？　なんでそうなるの？）

「あの、でもチョコは義理チョコだから」　

　椿は言いにくいと思いつつ、前と同様に義理だと伝える。

　すると、宗像は目をキラキラさせた。

「義理チョコって言っても。赤岩先輩の義理チョコはハズレなしだって聞きました。相手のことを相当リサーチしてるんじゃないかと先輩が言っていたので、僕のことも相当考えてチョコを選んでくれたと思うんですが」

「ちが……うと思う」

（宗像くんは、甘いの苦手そうでもないし、なんでも喜んでくれそうだから、結構適当に選んだんだけど。それは流石に言えない）

　椿は困り果てた。

　はっきりレストランに行けないと言えれば良いのだが、彼は新しく入ったばかりの後輩だし、落ち込んで先輩に相談されてもいけない。

　こういうことは穏便に済ませたいものだ。

　とはいえ、義理チョコと言っても引く気がないので、どうしたら良いのか分からなくなってしまう。

「赤岩先輩、今夜行くレストランなんですけど。ここなんてどうですか？」

「え？　あ、はい……」

　思わずスマホを見せられて、椿は顔を引き攣らせた。

　いつだったか、インフルエンサーが写真をアップしていた店だ。そこは高級レストランで一晩で給料が吹き飛ぶような価格設定の店だ。

「あの、こんなところ行って平気？　宗像くん」

「はい！　貯金してますから！」

（貯金っていう問題じゃなくてね。義理チョコ五百円で、高級レストランのお返しくれなくて良いってこと！）

　心の中で言いたいことを言いつつ、椿は笑顔で宗像に接した。

　すると宗像が恥ずかしそうに顔を逸らしてモジモジし始める。

「僕、赤岩先輩のこと好きなんです」

「はい？」

「好きなんです。何度も言わせないでください」

「それで、こんなこと？」

（なんか、話が出来過ぎじゃない？　レストランに告白？　何……それ）

　椿は吉崎からされたことを思い出して動悸がし始めた。

　息が乱れて、立っているのが辛くなってくる。

「ごめん、ちょっとトイレに」

　ふらりとしながら慌ててトイレに逃げ込むと、遠くで宗像が心配そうな声をあげている。

　椿は気にする暇もないと、トイレの個室に入ると、息を切らせてしゃがみ込んだ。

（宗像くん。ふざけてる？　それとも、本気で義理チョコのお礼がアレ？）

　脳裏に吉崎が嘲笑う姿が甦り、渡したばかりのチョコを捨てられた過去が蘇る。

　片方の手には、綺麗にラッピングされたブランドもののチョコレート。

　二股されていて、もう一人が吉崎にプレゼントした物だった。

（大学時代のこと。また思い出して。もういい加減忘れたい）

　椿は息が整ってきたので、そろそろとトイレから出ると、身なりを整えた。

　顔色はまだ悪いが、にこやかにしていれば問題ないだろう。

（まだ宗像くん、休憩室にいるかな。いるよね）

　どんよりしながら鏡に手をついてため息を吐いた。

　顔をあげて自分をじっと見つめる。

「しっかり断ればいいだけ。ただし、波風立たないように」

　何かいい案はないかと考えると、ふと、社内で気になっているイケメン、『吉崎』を思い出す。

「吉崎さんのことが気になってるって言えばいいんだ！」

　椿のトラウマの相手が吉崎なら、椿が気になっている社内のイケメンの名前も吉崎なのである。社内の吉崎は性格もよく仕事も出来る、大学時代の吉崎とは全く違う、女子からも人気の男性だ。

「彼のことを好きだって言えば。実際に好きだもんね」

　そう決めると、椿はすぐにトイレから出て休憩室に向かった。

　そこにはまだ宗像がいて、窓の外を見つめている。

　スレンダーな体格が麗しく、宗像も相当人気のある男子だ。

　だからこそ、椿は彼が信じられない。

　もしかしたら、彼の友人が裏で宗像と一緒になって椿を笑ってるんじゃないかと。

「ごめんね。えっと、なんだっけ？」

　何も気にしてない様子を見せ、椿は宗像に言った。

「赤岩先輩のことが好きです、という告白をしました」

「あ、そう……なんだよね。そのことなんだけど、私、吉崎さんのことが気になってて」

「ああ、吉崎さんですか。うーん。人気ですよね」

「そうなの。私もやっぱり気になってて」

　宗像がじっと考え始めたので、椿はさらにもうひと押しかと「彼が好きなの」と付け加えた。

「だったら、僕はその恋を応援します」

「え？」

　思ってもみない返答に、椿は言葉に詰まった。

　ここは、さっと引いてこの話題はなかったことにという流れにならないだろうか。

「あの、でも……、彼に振り向いて欲しい、なんて私は考えているんだし。宗像くんはモテるんだから」

「僕は自分が好きな人が幸せになるところが見たいです」

「あの。つまり……」

「お二人が付き合うまで、全力で応援します」

「ううん、一人で大丈夫だから」

「吉崎さん、女子にモテますよね？　僕が吉崎さんにデート出来ないか頼んでみますか？」

「平気っ。自分でなんとかするから。宗像くん、そろそろ仕事に戻ろ？」

「そうですね。あっ！　連絡取り合って、相談し合えるようにしましょうか」

「え……うん」

　宗像は嬉しそうにスマホを出すと、椿はそろそろと持っていたスマホを出した。　

　連絡先を交換すると、宗像は嬉しそうな顔をする。

「じゃあ、悩みがあったらなんでも言ってくださいね。僕、相談役も得意なんで」

「あの、う、うん」

「じゃあ、仕事に戻ります。赤岩先輩、レストランに行きたくなったらいつでも言ってください」

「わ、わかった。ありがとう」

　椿は苦笑いしながら、颯爽と去って行く宗像を見送った。

（相談相手ってどういうこと!?　私の恋愛事情が筒抜けになるじゃない）

　がっくり肩を落として、スマホを見つめた。

（しかも連絡先まで交換して。結局、宗像くんの思い通りになったような気がする）

　ため息を吐きながらデスクに戻ると、宗像と目が合った。

　にこりと微笑まれて、椿は慌てて顔を逸らす。

　まるで二人だけの秘密を共有出来て嬉しいとばかりに、宗像は機嫌が良さそうだ。

　椿はこの先どうしたらいいのかと思いながらキーボードを叩き出した。

　広報部は、新しいパンフレットの作成に追われていて、忙しくなってきている。

　それに加えて、新しく社外に向けて何か発信出来ないかと会議でも上がってきている最中だった。

　恋愛にうつつを抜かす暇はないのだ。

　椿は写真の入れ替えと、説明文の考え直しをしたりして、その日一日を終えようとしていた。

　それから三日後。

　椿は仕事に熱心になっていて、宗像とのことも忘れかかっていた。

　視界にふと、吉崎が映り頬を綻ばせてしまう。

（お昼ご飯、一緒に食べてくれるかな）

　椿はそろそろ立ち上がり、コピー機の前に立つ吉崎に近づいた。

「あの、吉崎さん。お昼一緒にどうですか？」

「ああ、ごめん。仕事がまだ終わらないんだ」

「そうですか。すみません。忙しいのに」

　椿が頭を下げ立ち去ろうとした時だ。

「吉崎さん！　働いてばかりだと効率悪いですから、お昼みんなで食べませんか？」
突如現れた宗像に、椿はギョッとした。

「ああ、腹減ると効率悪いよな。確かに」

「なので、声かけてみんなでお昼、なんてどうでしょうか」

　宗像の誘いに、吉崎は考える間もなくにこりと頷いた。

「そうするか。赤岩さん、さっきはごめん。みんなで行こう」

「はいっ」

　元気に返事をしたものの、椿の気持ちは複雑だった。

　宗像がどんな気持ちで取り持ってくれているのか想像出来ない。

　ふざけてなのか、それとも真剣なのか。

　どちらにしても、椿は上手く対応出来そうにない。

　宗像がもしふざけているなら、かなり酷い奴だ。しかし、こんな手の込んだことに何の意味があるだろう。

（宗像くんっていい人、とか？）

　椿はふと思うが、まだ分からないと自分に言い聞かせる。

　吉崎と宗像は楽しそうに近くにある定食屋のことを話している。

　この辺はオシャレな店はなく、定食屋がほとんどだった。

　男性が好みそうなご飯大盛りのアジフライやトンカツなど、どの店に入ってもハズレはない。

「じゃあ。刺身定食が美味しいところ行きますか？」

「それもいいけど、トンカツも捨てがたい」

「適当に声かけていいですよね？」

「任せる。ついでに仕事もさっさと任せたいもんだな。宗像は気が利くし、さっさと仕事覚えて欲しいもんだ」

「仕事もどんどん教えてください！」

　宗像と吉崎のイケメンコンビが楽しそうに話していると、女子が自然と集まってくる。

　もちろん、昼はそんな彼女たちも誘うことになった。

（吉崎さんとご飯食べれるし、まあいっか）

　椿は深く考えないようにしようと、デスクに戻った。

　遠くから宗像を見ていると、バレンタインデーの時のような強引な人には見えない。

　もっとスマートになんでもこなすような人に見えるのだが。

（何がなんだかまだ分からないけど、悪い人ではないと思う）

　そう思いながら椿は仕事を切り上げて、バッグを持った。

「あの、私先に行って席確保してきますね」

「僕も行きます」

　すかさず宗像が来て、椿は困惑した。

　何か言われないかと宗像と少し距離を取っていると、彼は嬉しそうに笑った。

「どうでした？　僕、力になれましたか？」

「う、うん。ありがとう。吉崎さんとご飯行けて嬉しい」

「良かった〜。僕は赤岩先輩が喜ぶ顔が見たくて」

「そんなに私喜んでた？」

「嬉しそうでしたよ？」

「そっか……。ありがと。吉崎さんって仕事ばかりで、女子からの誘い受けない人なんだよね。きっとみんな嬉しいと思う」

「僕は赤岩先輩の為です」

「……とにかく、先に行って席取ろう。お昼休みだと混むから」

　椿はさっさと足を進めると、宗像はさっと走り始める。

「先に行きます。赤岩先輩はゆっくり来てください。ヒールで早歩き辛いですよね」

「いいって！」

「走るの好きなんで」

　そう言ってエレベーターも待たずに、さっさと非常階段を使って階下に降りてしまうと、椿は苦笑してしまった。

「エレベーター、そんなに待たなくても来るのに」

　ゆっくりエレベーターに乗り込むと、椿は宗像が悪い奴じゃないだろうなと思えてきた。

　宗像は喜ぶようなことをわざとやってぬか喜びさせ、椿のことを傷つけるなんて大人げないことをする人間じゃないだろう。

　エレベーターから降りると、外に走って行く姿が見える。

　思ったよりずっと早いと思いながら歩いていくと、店の前で宗像が立っていた。

「席、確保しました！」

「走るの速いね！」

「得意なんです。じゃあ、中で待ってましょうか」

「うん。みんな、まだだよね」

（宗像くんと二人きり、か）

　椿はモジモジしながら店内に入ると、宗像が確保した席に座る。

　すると、椿は隅に追いやられ、彼はちゃっかり隣に座ってきた。

　狭い席なので、腕や肩が触れ合って体温を感じてしまう。

「あの、他にも席あるじゃない？」

「隣が空いているので」

「向かいの席だってあるでしょ？」

「向かいの席には吉崎さんを座らせるようにしますので」

「あっ……う、うん。ありがとう」

「先輩、思ったよりずっと小柄ですね」

　宗像に言われて、椿は胸がバクバク鳴り出した。

　男性と至近距離で話すのは久しぶりなのだ。

　それでなくても、彼からは告白されていて頭の中の整理がついていない。

（揶揄われてるのかなんなのか、本当によく分からない……）

　椿はしれっとした態度を見せつつ、心臓が鳴り止まない。

「あの、他の人が来たら変な感じじゃない？」

「そんなことありませんよ。先に来てるんですから」

「そう、かな。……何か注文しちゃう？」

　椿は沈黙しそうになるのが怖くなって、先に食べてしまうことにした。

　そのうち同僚も来て、ガヤガヤと喋り始めるのだから同じだろう。

「じゃあ、メニュー見ましょうか」

　そう言って、宗像は調味料の傍に立てかけてあったメニューを取った。

　椿の前を体が通り、ふわりといい香りがする。

「どれがいいかな」

　宗像は知らん顔でメニューを見つめるが、椿は余計に緊張し始めてしまい、水をごくりと飲んで少しでも気分を和らげようと努力した。

「先輩、これ美味しいと思いますか？」

「え、どれ？」

　そう言って宗像の方を見たときだ。

　彼の顔が近くにあって、驚いて思わず後退りする。

「どうしましたか？」

「う、ううん。私、うどん定食」

「天ぷらうどんに、マグロ丼かカツ丼付きますけど、食べられますか？」

「平気平気。気にしないで大食いだから」

　ほとんどメニューも見ないで決めたので、椿は焦った。

　うどんに丼ものまで付くとなると、相当重たい。

「マグロ丼とカツ丼どっちにします？」

「マグロ丼にしようかな。ご飯は少なめで」

「じゃあ、僕も同じもの頼みます」

　そう言って、宗像は店員を呼んで注文してしまう。

「二つとも、ご飯少なめで」

　宗像が嬉しそうに全く同じように注文するので、椿は顔を引き攣らせた。

（やっぱり、あの時の告白は本気……なのかな。こんなことまでして、意地悪なことしないよね……）

　椿がドギマギしていると、同僚たちが次々に店内に入ってきた。

　宗像はすぐに立ち上がり、予定通り椿の向かいに吉崎を座らせる。

　向かいに吉崎が座り緊張が倍増するが、椿は隣の宗像のことも気になってしまう。

（どうしよう……。何がなんだか）

　同僚も注文すると、店員がおしぼりを人数分持ってきた。

　通路側の人間が適当におしぼりを放る。

　すると、宗像は二つ手に持ち、椿に笑顔で手渡してきた。

「赤岩先輩。どうぞ」

「ありがとう」

「熱いですから、気をつけてください」

　そう言って、わざわざ広げて熱を冷ましてから手渡してくる。

「……っ！　ありがと！　宗像くん！」

　強引におしぼりをひったくると、椿はちらりと吉崎を見た。

　どうやら今の光景を見ていた様子はないようだ。

（心臓に悪い。こんなところ同僚に見られても勘違いされそう）

　椿は温かなおしぼりで手を拭くと、またため息を吐いてしまう。

　すると宗像がすっとお水を差し出してくる。

「お疲れなら、お水どうぞ」

「あ、ありがとう。私に構わないで、みんなと話してて？」

「でも、端っこだから先輩不便じゃないですか。僕がやってあげます」

（宗像くん、初めから私の自由を奪う為に私のこと隅に座らせたんだ）

　宗像はにっこり微笑みながら、同僚にバレないように話も合わせている。

　今までは気が付かなかったが、彼は相当な策士だ。

　広報にいるより、営業部に行った方がいいんじゃないかと思える。

「赤岩先輩。うどん定食もう来ました」

「えっ。はやっ」

「二人で先に食べましょうか」

「う、うん」

　椿が一人悶々と考えていると、定食が自分の前に置かれた。

　宗像の前にも同じものが運ばれると、吉崎が言った。

「宗像。トンカツ食べるのかと思ったのに」

「先輩たちより先に美味しいトンカツ食べてるのもどうかなと思いまして」

「トンカツ頼んでてよかったんだぞ。食いたいもの食べていいのに」

「ここのはなんでも美味しいので。すみません、お先にいただきます」

　宗像はそう言って食べ始めると、椿もいただきます、と手を合わせて食べ始めた。

　うどんはコシがあって美味しく、天ぷらと合わせて食べると絶品だった。

　確かに、ここら辺の定食屋にハズレはない。

　ただ、うどんを食べ終える頃には、椿のお腹はいっぱいになっていて、マグロ丼まで食べきれそうもなかった。

（美味しそうなのに）

　椿は残そうか悩んだが、自分が頼んだものだからと手を伸ばそうとした時だ。

「赤岩先輩。全部食べられますか？」

　宗像がニコニコしながら聞いてくる。

「お腹いっぱいだなとは思うけど、食べられるから」

「マグロ丼。僕が食べてあげますから」

「えっ。平気。自分で食べるからっ」

「お腹いっぱいって顔してますよ？　ね？」

「えっ！」

　無理してでも一人で食べようと思っていたが、宗像にマグロ丼を取られてしまう。

　するとすぐに彼はかきこんで食べてしまい、マグロ丼は一瞬でなくなった。

「よくそんなに食べられるね」

「お腹空いてたんで。美味しかったです」

　宗像が幸せそうに笑みをこぼして、椿は胸がどきんと鳴ってしまう。

　そんな顔をされたら、あの告白が本物だったと思えてきてしまいそうだ。

「仲良いな。赤岩さんと」

　目の前に座る吉崎が、ぼそりと呟いた。

　椿はハッとして、宗像と距離を取る。

「私たちは特になんでもないです」

「赤岩さんのマグロ丼、俺も狙ってたのにな」

　吉崎に言われて、椿は赤面した。

「あ、すみません」

「勝手に食べたのは宗像だろ。タイミング逃したなって思っただけでさ」

「今度……、またみんなで来ましょう」

　椿は必死に言うと、吉崎は言った。

「またな。仕事も忙しくなるし、いつになるか分からないけど」

「そうですね……」

　椿は、肩を竦ませた。

　今回はたまたま一緒にご飯が食べられただけみたいだ。

「吉崎さん、また来週にも行きましょうよ」

「宗像。お前は赤岩さんの残り欲しいだけだろ？」

「違いますよ。親睦を深めるために、こういうことは必要だと思うんです。また来週来ましょう？」

「仕方ないな」

　宗像の強引な誘いに、吉崎は簡単に折れてしまう。

　同性ということもあるかもしれない。

　吉崎と来週も一緒にご飯が食べられる約束も出来て、椿は思わず頬が緩んだ。

「良かったですね。赤岩先輩」

　耳元で囁かれて、椿は慌てて宗像を押し返す。

「む、宗像くん。そろそろみんな食べ終わるし、先にまとめて会計済ませておこう」

「はい。僕が支払いますね」

「えっ？」

　さっと立ち上がり、伝票を取ると宗像はレジに向かってしまう。

　椿は自分が支払うつもりで言ったのに、と彼を追った。

　すると宗像はカードでさっさと支払いを済ませて、椿に笑顔を見せてくる。

「じゃあ、外で待ってましょうか。入り口は混み合うので」

「そうだね」

（また、宗像くんと二人きりになってしまった）

　店を出ると、宗像はスマホを取り出して何か操作している。

「吉崎さんに支払いしておきましたって送っておきました。後でお金を支払ってくださいって送ってます」

「吉崎さんと仲いいの？」

「誰とでもでしょうか。強いて言えば、赤岩先輩のガードが固すぎて、連絡先も知らなくて気になりまくってましたね。僕くらいじゃないですか？　赤岩先輩の連絡先知ってるの」

「そういえば、私、あんまりそういうのやらないな」

「仕事の話をしたい時もあるので、教えて欲しかったんですけどね。吉崎さんにも、仕事の話がしたいって言って、連絡先教えて貰えばいいじゃないですか」

「それが出来たら、もうしてる」

　椿は苦笑した。

　先ほどの吉崎の態度を見ても、彼は同僚の女性に対して一歩引いた態度を示していた。

　連絡先を知りたいと言って断られたら、仕事がしにくくなるということで、女子社員は彼の連絡先を聞かないでいる。

　こんな風に食事を楽しめることは稀なことだ。

「今日は吉崎さんに赤岩先輩との仲を見せつけることも出来たし、来週も出来そうだし」

「私、そういうつもりはないからっ」

「でも、気にしてましたよ？　吉崎さん」

「そうだとしても、吉崎さんが私を好きになることはないと思う……」

　椿は自分で言っていて虚しくなりそうだった。

　今日も宗像のことは気にするが、椿のことはあまり気にしていないような気がしたのだ。

「僕は先輩を応援しますから。泣きたくなったら、お酒でもなんでも付き合いますよ」

「そんなことしなくていいから」

　椿は宗像の誘いに、胸をまた高鳴らせてしまう。

　吉崎を前にするより、宗像のアプローチの方がずっと心臓に悪い。

（こんなこと言われ続けたら、勘違いしそう）

　椿はしっかりしろと言い聞かせた。

　同僚たちも食べ終わり、店からゾロゾロ出てくると、宗像に支払い分のお金を渡し始めていく。

「あっ！」

　椿は慌てて宗像にまだ支払いをしていなかったことを思い出して、お財布を取り出す。

　小銭を探していると、宗像が耳元で囁いた。

「お金はいりません。ホワイトデーということで」

「あの、だって」

「チョコと同じくらいの値段なら、受け取ってもらえますよね？」

　椿は耳朶を染めるほど赤面してしまい、慌てて財布をしまった。

（ここは、強引にでもお金を支払いたいところだけど。でも、そんなこと吉崎さんの前でしたら、また仲良しだって勘違いされそうだし。チョコのお返しなら、妥当だし）

　椿はなんとか気持ちを沈めようと、宗像と少し離れたところに立った。

　同僚たちが移動し始めたので一番後ろについて歩くと、すぐに宗像に見つかり横に並んで歩くことになる。

「私のことは気にしないで」

「一緒にいたいから」

「そういうのは、もっと大事な人に言って」

「言ってますけど？」

　椿は頭を押さえたくなる。

　どうやら、本気で自分のことを好きらしい。

（信じられない。宗像くんなら選び放題でしょ？　なんで私を）

　椿はドキドキが止まらないまま、職場に戻った。

　宗像は隣で椿と歩幅も合わせて幸せそうに歩き、まるで今回の食事は椿との食事がしたい為だと言わんばかりだった。

　椿は仕事を始めても、しばらく宗像のことを考えてしまい仕事が捗るのに時間がかかった。







　＊＊＊







　――半年前。







　宗像は父親に呼ばれて、『ロイエ』の社長室に来ていた。

　自分がなぜ父親の仕事場に呼ばれたかは分かっている。

　そろそろ、次期社長について本格的な話がされるだろうとうっすら気がついていたからだ。

『ロイエ』は父親が一代で売り上げを伸ばして有名菓子メーカーの仲間入りを果たした。

　その代償として、父親は病気を繰り返し体が弱くなり、早々に退任せざるを得ない状況になったのだ。

　自己管理だけではどうしようもなく、宗像に跡を継がせるという選択肢を選ぶしかなかったのだ。

　宗像も、父親の仕事ぶりは知っていたが、昼夜問わず働いていて、父親としての役目はあまり果たせていなかったと思う。

　体調が悪くなりかかっていた頃に、宗像の大学進学が重なり、否応なしに有名大学に進学させられ、経営学を学んだ。

　海外にも留学し、宗像は後継の為の土台を着実に作っていっていたのだ。

　ただし、『ロイエ』を築いた父親の代わりになるのか、という不安は拭えなかった。

「ここに呼んだ理由は、もう分かるな？」

　父の言葉に、宗像は静かに頷いた。

「社長を任せるということでしょうか？」

「そういうことだ。ただし、お前はまだ若い。ロイエのことを何も知らない。どこかの部署で働いて、それから社長に就任させたい」

「わかりました」

　宗像はすぐに頷いたが、父親は苦笑した。

「安請け合いしていいのか？　社長の息子だということは伏せて働くんだ。宗像という若い新人が、突如転職してくる。そのことの大変さを理解しているか？」

「理解するも何も。やるしかないじゃないですか。どこで働くんですか？」

「広報部か営業部で悩んでる。どっちがいい？」

　宗像は父親が挑発している気がした。

　しかし気にせず、自分の意見を優先することにする。

　父親のことを手っ取り早く知りたい。

　そして会社のことを知り、父親の業績を知ることが出来る部署がいい。

「広報部に行きたいです」

「分かった。一週間後に広報部に配属出来るようにさせるから、お前も必死に働くように」

「そのつもりです」

　宗像はうっすら口元に笑みを浮かべて父親に言った。

　やる気がどこからともなく湧いてくる。

　今まで自分の人生は、『ロイエ』と共にあった。

　この会社を成長させる為に、自分も頑張らないといけず、辛い時も多々あった。

　今度は自分が父親を知り、『ロイエ』を知る番だ。

「広報に配属されたら、就任早々に自分のことをアピール出来るように、しっかり根回ししておけよ」

「分かっています」

「社内外にたっぷり自分のアピールをする為にも、有力な人材を見極めておけ」

「もちろんです」

　宗像は静かに言うと、父親に言われた通り、それから一週間後に広報部に転職組として配属された。

　上司は宗像が社長の息子だと知っているため、何かあった時には助けになる。

　しかし、他の人間は宗像のルックスのことばかり気にして、仕事の話はほとんど真面目に話してくれなかった。

　そんな時だった。

「宗像くん。ここ間違えてる。それから、これが終わったら、資料室の整理。それと、企画部部長の写真撮影するから、手伝って」

　赤岩椿という先輩が、宗像に仕事を一から十まで丁寧に教えてくれたのだ。

（この人は僕を仕事仲間だと認めてくれてるんだ）

　宗像が椿に対して、淡い気持ちを抱き始めるのに時間はかからなかった。










第二話　封印した恋心が決壊する時







「それでは、当社の非売品について、何かいい案がある人はいないでしょうか」

　一週間後、椿たちは会議室で記念の非売品について話を進めていた。

　社長に非売品作りをして欲しいと言われていて、具体案は全て任されていた。

　とはいえ、会社の記念日でもなく、売り上げが大幅にアップしたわけでもなく、いきなりの命令に椿たちは困惑していた。

　手持ちの案を持ち寄って会議をするものの、何かの記念なのかもと予想をつけて会議を数回繰り返しているが具体案を決めることは出来ないでいる。

　今回も、何がいいのかとみんな黙り込んでいた。

「何かいい案は。これというものでなくても、なんでもいいです」

「そう言われても、場合によっては的外れな物になりそうだし」

「社長も非売品を作れとしか言わなかったそうだから、情報が足りないよ」

　会議の空気が悪くなって、椿はどうしたものかと考えた。

　記念だったら、それ相応のものでないといけないが、それ以外だったら使い勝手の良いものでもいい気がする。

「この非売品は誰に配るんでしょうか」

　椿が聞くと課長が言った。

「株主を相手に配るそうだ。だから、身近で使ってくれそうなものがいいのかもしれない」　

「確かにそうですね」

　椿は頭を悩ませる。

　株主となると、その場限りのタオルやハンカチだと無難過ぎる気もしていた。

（何か、いい案は……）

　椿は考えていると、宗像もじっと考えているようだった。

　思わず見てしまい、恥ずかしくなって顔を逸らす。

（こんな時に宗像くん見ても答えなんて出ないのに）

　椿はしっかりしろと自分に言い聞かせて、記憶を色々と辿ってみる。

　すると、フィンランドの銀行が非売品で貯金箱を作ったことを思い出した。

（それだ！）

「すみません！　あの……」

「赤岩さん、なんでしょうか」

「フィンランドの銀行で、クマの貯金箱が配られて、世界的に有名になったことは聞いたことありませんか？」

　知らないと男性は言うが女性陣は知っているという人も多くいた。

「その銀行は、最初はノベルティとしてクマの貯金箱を作り、子供達にお金を貯めるようにと配ったそうです。しかし、鍵は銀行でしか開けられない仕組みで、溜まった頃に持っていくと、銀行で開封されるというものだそうでした」

「うちは銀行じゃないが」

「いえ、そうじゃなくて。その貯金箱が今すごく人気なんです。置物として使われたりしていて。そういう物を作るのはどうでしょうか」

「ああ、なるほど。可愛い置物は飾りたくなるからな」

「はい……。デザイン性が高ければ目に留まりますし、置物としても、貯金箱としても使えるのはいいかなと」

「それで、デザイナーはどうする？　一から探すのは大変じゃないか」

　椿は言葉に詰まった。

　思いついたばかりの案だけに、重箱の隅をつつかれると何も言えない。

　すると宗像がすっと立ち上がる。

「知り合いにデザイナーがいます」

　会議室がどよめいた。

「宗像、本当か？」

「はい。もうプロとして活躍していて、そういった、置物のデザインなんかも出来るかと思います」

「凄いな。大学時代の知り合いか何かか？」

「まあ、そんな感じです」

　宗像が淡々と言うので椿は人脈に驚いてしまう。

（私なんて、同じような仕事してる友達くらいしかいないのに。凄い……）

　椿がじっと見つめていると、宗像と目が合って柔らかく微笑まれた。

　慌てて顔を逸らすと、会議の進行をしていた同僚が言った。

「じゃあ、もし他にいい案が出ない場合、貯金箱で話を進めてみてもいいと思う。何か意見がある人は今のうちに言って欲しい」

　会議室は静まり返ると、椿の意見にほぼ決まった。

「それで、これに便乗して広報でも色々と活動を広げていきたいと思ってる。ＳＮＳをやったりしようかと思うんだけど、他に何か社外にアピールする方法はないか？」

　会議室はまた静かになると、椿もじっと考えた。

　今までＳＮＳアカウントを持っていなかったのが不思議なくらいで、ようやく会社として情報発信していけるか、という感じだ。

　これをきっかけにもっとメディア露出出来ればと思う。

　自社のお菓子を売り出すだけでなく、社長をアピールしたりとか。

　椿はハッと閃くと、手を挙げた。

「社長に寄稿してもらうのはダメでしょうか。雑誌は私たちが探し出して、お願いして」

「おお。その案、いいな。社長はあまり喋らない人だから」

「そうですよね。私たちにすら顔を見せない人だし、メールのやり取りがほとんどです。一代で会社を築いたノウハウなど、今の若者などは知りたいのではないかと」

「だったら、社長に本でも書いてもらった方がいいのでは？」

　別の社員から言われて、椿は確かにそうかもしれないと思った。

　本気で色々なことを書かせたら、社長なら一冊の本になりそうだ。

　すると宗像が言った。

「噂で聞いたんですが。こちらの社長は今具合が悪いとか」

　全員が宗像を見た。

「本当か？」

「いえ、噂です。僕も交流会で偶然聞いて、本当かなって思ったんですけど。もし本当なら、本は書けないのではと思いまして」

「噂に振り回されたくはないな。しかし、もし病気なら、寄稿だって大変じゃないか。申し訳なくなる」

　椿は肩を落とした。

　今が売り出しのチャンスかもと思ったが、社長に無理はさせられない。

「では、寄稿していただくより、私たちが考えた方が……」

　椿がいい直そうとした時だ。

「ちょっと、上司に確認してきます。部長が社長のことを知ってるかもしれないので。会議のことも報告してきます」

「頼む。宗像、悪いな」

「いえ、僕に出来ることをしてるまでですから」

　そう言って宗像が出て行くと、会議室はまた静かになった。

　椿は社長に執筆してもらうのは諦め、自分たちで社内の情報を発信した方がいいかもと頭をぐるぐる悩ませる。

（でも、やっぱり社長が書くとインパクト大きいよね）

　そう思っていると、思っていたより早く宗像が笑みを浮かべて戻ってきた。

「社長は、執筆なら大丈夫だそうです。ただ、本ではなくて、寄稿文だけにして欲しいと」

「そうか。部長詳しいな。てっきり何も知らないと思ってたのに」

　そう言うと宗像は軽く咳払いした。

「部長ですから、社長のことはなんでも知ってますよ。ああ見えて、情報通なんじゃないでしょうか」

「そうか。宗像も新人なのに、よく観察してるな」

「いえいえ！　僕は全然！」

　そう言って、宗像は席に座る。

　椿は驚きつつ、自分の意見がまた通ってしまったことにじわじわと驚きと興奮が沸き起こってきた。

（私の案、通っちゃった……）

「じゃあ、赤岩の案を採用。絶好調だな」

「そんなことなくて！　宗像くんのおかげで」

「最近、宗像と仲も良いし、公私共に世話してやれよ」

「そういうのはセクハラですっ！　それで、寄稿文はオーケーになったとして、どの雑誌にするか決めないといけないじゃないですか」

「そうだな。その雑誌に掛け合ったりして。新聞でもいいか？」

「新聞でも良いかもしれないです」

　椿はスラスラと言うと、初めて会議で自分の意見をはっきり言えて胸が熱くなる思いがした。

　いつもは他人の意見を聞いているだけだが、今日は思い切り意見が言えて嬉しい。

「じゃあ、それは俺が知り合いに編集者がいるから、ちょっと聞いてみるよ」

「助かります！」

　椿は笑みをこぼすと、思わず宗像を見てしまう。

「あの、今日は決まらなかったことも決まりましたし、飲み会でも」

　椿は普段提案をしたことがないが、初めて自ら言ってみることにした。

　宗像にアドバイスされたせいかもしれない。

　すると、男性はすぐにオーケーし、それに流されるように女性たちもオーケーし始めた。

「私、定時までに店を決めるので」

「僕も手伝います」

　宗像に言われて、椿は頬が染まる。

「じゃあ、飲み会のことは二人に任せて俺たちは仕事に戻ろう」

　そう言って同僚たちは会議室を出て行くと、椿は宗像と二人きりになる。

　お礼を言わないといけないと思い、椿はそろそろと宗像の元に近寄った。

「ありがとう。宗像くんのお陰で会議がまとまった」

「僕は赤岩先輩の案を通したくて、ちょっと頑張っただけです」

「部長とも話したりしてたの、驚いた。私もあんまり話さないのに」

「会議の進捗報告を任されていたので、一緒に少し聞いただけですよ」

「そうなんだ。宗像くん、凄いね」

　椿はバクバクと鳴り始める心臓がうるさくて、緊張し始めてしまう。

（宗像くん相手に、こんなにドキドキすることないじゃない）

「飲み会どこにしますか？」

　椿がぼんやりしていると、耳元でいきなり囁かれた。

「わっ！　な、何っ！　そ、そんな近くで話さなくても、私聞こえてるから！」

「あ、そうですか？　ぼんやりしてたから、聞こえてないかと思いました」

「そういうの、やめてっ。私は本気で今日は宗像くん凄いなと思ったのに」

「嬉しいです。もっと褒めて欲しいです」

　そう言って、宗像は熱っぽい視線を送ってくる。

　慌てて顔を逸らしてスマホを取り出すと、椿はスマホを操作して誤魔化した。

「今日の飲み会だけどっ」

「はい」

「ここなんてどうだろ。近いし、美味しいみたい」

「どこですか？」

　そう言うなり、スマホの画面を体を寄せてわざと覗き込んでくる。

（宗像くんって、距離感がおかしい気がするっ）

　椿はそう思いつつ、嫌な感じがしないで高揚してしまっているのが恥ずかしい。

「ここは、レビューがいいだけで、美味しくなかったです」

「そう？　じゃあ、ここは？」

　椿はスマホを操作すると、宗像と顔が近くなる。

「む、宗像くん。ちょっと離れて？」

「え、僕、目が悪いんで」

「そう、だった？」

「はい」

　絶対に嘘だと思いつつ、宗像をぎゅうっと押し返す。

「可愛い、先輩」

「揶揄うのはやめてっ。宗像くんのこと本気で凄いと思ったのに」

「じゃあ、また信用を回復する為にも。この店は美味しかったですよ？」

　そう言って宗像がスマホの画面に店を表示して見せてくれる。

　聞いたことがない店だと思いつつ、安くて美味しそうな店で椿はすぐにここが良いと思った。

「ここにしよ！　みんな急に飲み会ってなったから、気兼ねなく飲めるところがいいよね」

「美味しい店で、僕もよく行くんです」

「そうなんだ。小料理屋みたいなお店だね」

「ここの女将さんのおかずが美味しくて、結構通ってます」

　宗像は自炊しないんだろうと勝手に想像しつつ、椿たちは予約を入れると、会議室を後にした。

　そして、定時でみんなが一斉に仕事を切り上げると、昼間に予約した店に足を向ける。

　小道の奥に店があり、会社からは十分程度の距離だ。

　宗像は会社から近いところに住んでいるのだろうかと考えつつ、椿は吉崎のことが気になり、彼を気にしながら歩く。

　お座敷には着いた順に座るだろうと考えていて、椿は吉崎の近くにいた。

　そして、店に入ると吉崎の後ろをピッタリとついて歩き、何食わぬ顔で吉崎の隣に座ることに成功した。

（やった！）

　吉崎は女将さんが配るおしぼりで手を拭きながら、談笑している。

　椿も手を拭きながら、隣に座る吉崎が気になって仕方がない。

「あ、赤岩先輩の隣座れた。やったー」

　聞いた声だと思い、右を向くと、そこには宗像が座っている。

「な、なんで……」

「だって、いいじゃないですか」

「そうだけど」

（左には吉崎さん、右には宗像くん。どうしたら……）

　両隣に男性というだけでも緊張するというのに、左に好きな人、右に言い寄られている男性とは、椿の恋愛キャパオーバーだ。

　とにかく何か飲んで気持ちを切り替えようと、手元に運ばれてきたお水をグッと飲んだ。

　口の中はひんやりしたものの、すぐにこの状況に適応出来そうにない。

（どうしよう。頭が混乱しそう……）

「赤岩先輩、何飲みます？」

　そう言って宗像がメニューをすぐに差し出してくる。

「あ、うん」

　すぐに顔を突き合わせてメニューを覗き込むと、椿はどきりとした。

（吉崎さんじゃないのにっ）

　自分のこの浮ついた気持ちはなんだと思いつつ、必死にメニューを見つめる。

　いつも飲んでいるカシスオレンジでいいかと、体を離して宗像に言った。

「私カシスオレンジ」

「そんなのありませんよ？」

「え？」

「ここ、ビールかレモンサワー、梅酒割り、日本酒、焼酎ぐらいしかありませんから」

「あ、ああ、あのっ。じゃあ、レモンサワーっ」

「じゃあ、僕も同じものにします」

　にこりと微笑まれて、椿は顔を真っ赤にした。

　まるで意識してしまっているようで、自分でもどうかしていると思う。

　なんとか平静を取り戻そうと、椿は吉崎の方を向こうとした。

　すると、すっと皿が出される。

「ここのお通し美味しいですよ」

「あ、ありがとう」

　食べないわけにもいかず、椿は出された小鉢をそっと見つめる。

　小鉢には肉じゃがが入っていて、言われた通り美味しそうだ。

　いただきますと、手を合わせてから食べ始めると、味が染みていて美味しい。

「美味しい！　お母さんの味だね。あっ、宗像くんのはひじき？」

「はい、色々用意してくれたので、僕はひじきを選びました。食べてみますか？」

　すっと小鉢を出されて、椿は慌てた。

「遠慮する。全部食べちゃいそうでしょ？」

「いいですよ。僕はいつも来てますから」

「いいから。一人一つなんだし」

「そうですか？」

　嬉しそうに微笑まれて、椿はまるで恋人同士のやり取りみたいだと錯覚しそうだと頬を染めた。

　彼が自分を好きだと思うと余計に。

　椿は恥ずかしいと思いつつ、自分の小鉢に盛られた肉じゃがを食べ始める。

　ほくほくジャガイモが美味しく、にんじんも甘い。

「小鉢だけでも満足しそう」

「女将さんが朝早くから仕込んでますから。僕は大好きなんです、ここの店の味」

「そうなの。頻繁に来るって言ってたもんね」

「自炊はあまりしないので。赤岩先輩みたいな人がご飯作ってくれると嬉しいです」

　思わぬ言葉に、椿は耳朶を染めた。

「私より、もっと料理上手な人がいっぱいいるから。私も料理はそこまで得意じゃないし」

「そうですか？」

　顔を覗かれて、椿は恥ずかしくなる。

　計画通りなら、吉崎と今晩は一緒に楽しく話していたのかもしれない。

　吉崎の仕事のことについてとか、プライベートのこととかを色々と聞いて、幸せに浸っているはずなのに、どうして宗像と。

　椿はそろそろと吉崎を見れば、彼は向かいに座る同僚と楽しげにゲームの話で盛り上がっている。

（吉崎さん、私のこと全然気にしてない……。そう、だよね）

　椿は少し落ち込みつつ、吉崎は女子を相手にしない人間だと切り替えた。

　すると、宗像が話してくる。

「赤岩先輩は、入社何年なんですか？」

「ええと、新卒で入ったから。六年目かな」

「へえ。じゃあ、社内のこともなんでも知ってますか？」

「何か知りたいことでもあるの？」

「いえ、僕は広報の一員として、ロイエは良い会社だなと思ってますし」

「確かに、社長一代で築いた会社とは思えない急成長の会社よね。勢いがあるから、新人とか先輩とか関係なく働けるところは本当に嬉しい。営業部は凄い厳しいらしいけど、その分お給料も良いし。頑張りが認められる会社よね」

「ですよね〜」

　宗像が言うので、椿は笑った。

　転職してきて余程満足なのか、彼は顔を綻ばせている。

「でも、強いて言うと、社長をあまり見ないっていうのが難点かな」

「へえ、見たことないんですか？」

「やり取りはメールか電話のみで、余計な会議はしないの。だからどんな人かは役員以上の人間しか知らないから、広報も社長のことをどんな風に書けば良いのか、時々分からないのよね」

「へえ」

「宗像くんが部長と話が出来るのだって、結構有難いんだから。余計な仕事回すなってオーラがいつも出てるんだよ？　部長」

「そうなんですか？」

「定時に帰って、愛犬の散歩したいんだって。残業したくないからって。役員職は仕事増えるから」

　椿は苦笑すると、宗像はスッと周りを見回した。

「確かに、部長がいません。飲み会の話題も会議で決まったからでしょうか」

「幸いとばかりに帰ったわね」

　椿はいつものことだと、肉じゃがを食べた。

　係長までは気さくに話せるのだが、部長となるとそうはいかなくなる。

　入社したばかりの宗像が話が出来るのは本当に驚きだ。

「部長も宗像くんのこと期待してるんだね」

「そうだと嬉しいですけど。社長ってじゃあ、謎の人物みたいな感じなんですね？」

「そうね。ここまで仕事を盛り立てた張本人なのに、表に出てこない人。確かに謎が多いかな」

「だから、本でも書いてもらえば、と？」

「そう。今、起業した人が本を出版するの流行りだから。うちの社長の本なんて売れそうじゃない？　でもそういうことに目もくれないから。今回の寄稿文だけでも凄いなって思う。社外へのアピールの一歩だなって感じた」

　椿は嬉しくなって言った。

　広報に出版社から本を出さないかと依頼が来ても、断っていた。

　せっかくのチャンスなのに、その手の話は全て断れと社長から言われていたため、これまで断っていたのだ。

　今回、社長は大盤振る舞いとばかりに、雑誌に寄稿してくれる。

「社長、どうしたんだろう。何かあったのかな」

「さあ？　時代の流れに乗ろうとしたんでしょうか」

「そういう人じゃないと思うけど」

　椿は不思議に思いながらも、今回の寄稿文のことは素直に喜ぶべきだと思い、また肉じゃがを食べる。

　すると頼んでいたお酒が届いて、みんなが手渡して運んでくる。

　椿が頼んでいたレモンサワーが手元に届くと、広報部で乾杯となった。

　みんなでグラスを合わせると、吉崎と少しだけ触れ合う。

「吉崎さん、お疲れ様です」

「赤岩さんもお疲れ様」

　ようやく吉崎と話せたと思った時だ。

　グラスがかちゃんと合わさった。

「赤岩先輩、お疲れ様です」

　宗像が嬉しそうに言ってくる。

「お疲れ、宗像くん」

（今日はもう諦めて、宗像くんと話すしかないかな）

　椿は肩を落としてサワーを飲み始めると、料理が運ばれてきた。

　大皿に沢山盛られていて、女子社員がすぐに小皿に取り分け始める。

　椿も吉崎と話すチャンスだとばかりに、小皿を取って吉崎に手渡した。

「ありがとう」

「いえ」

「僕も欲しいです」

　宗像に言われて、同じものを皿に盛ると椿は宗像に手渡した。

　自分の分も皿に盛ると、ため息を吐いた。

「どうかしましたか？」

「何でもない。宗像くん、この高野豆腐美味しいね」

「はいっ。味が染みてて美味しいんです。自分じゃ作れないですから」

「私もこういう家庭の料理を作るのって苦手。意外と難しいんだから」

「だったら、僕が勉強して作ってきましょうか？」

「料理しないって言ったじゃない」

「赤岩先輩のためなら勉強します」

　椿は宗像の一方的な熱い思いに、今にも負けそうになる。

　気を取り直して、宗像に笑みを向けた。

「ありがと。でも、遠慮しとくね」

　椿は高野豆腐を食べると、宗像にはっきり言い過ぎたかと思った。

　しかし、彼はそんな簡単にめげなかった。

「赤岩先輩。僕、会社のことそんなに詳しくないので、知りたいです」

「う、うん」

（全くめげない人だな〜）

　椿は驚きつつ、吉崎ともしゃべれないので諦めて宗像を見た。

　すると嬉しそうに目を細めて笑みを見せてくる。

「会社のことあまり詳しくないっていっても。宗像くんには、大体説明したと思うけど」

「大体ならわかります。僕が知りたいのは、みんなが社長をどう思っているかです」

「私の意見と同じじゃない？　凄いけど謎の人物」

「それだけですか？」

「だって、プライベートで関わることもないし……」

「そうですか」

「多分、どの部署でも同じ対応だと思うけど。広報部でも会ったことがあるのは部長くらいで、平社員は会えないのよ？」

「じゃあ、みんな同じ意見でしょうね」

　一瞬、宗像が寂しそうな顔をする。

「どうしてそこまで社長のこと気になるの？」

「謎が多いからです。誰か知らないかなと思って」

「まあ、仕事で成果出してれば、いずれ会えるわよね。部長にでもなれば」

「そう……ですね」

「そんなに重要なことなの？　それこそ自分で部長に掛け合って、会ってみれば？」

「いえ、そんなことは出来ません。ただの好奇心ですから」

「そう、分かるけど。みんなこんな感じよ。仕事して成果を評価される会社。それだけでも嬉しいけどな〜」

「はい、僕もそう思います」

　宗像は少し肩を落としながらも、椿の言葉に同意している。　

　椿は話題を変えようと、吉崎のことを口にした。

「吉崎さんって彼女いるのかな。かっこいいからいるよね」

「……わかりません」

「知らないか」

　椿たちが黙り込んだときだ。

　隣から吉崎たちの話す声が聞こえてくる。

「吉崎〜。彼女いるならちゃんといるって報告しろよ。報告を怠るとは何事だ〜」

　酔った同僚に絡まれながら、吉崎は照れ笑いしている。

「えっ」

　突如知らされた事実に、椿は目が点になった。

「だから女子と話さないんだな〜。一年も付き合ってるなんて。結婚考えてるんだろ〜」

「そういうこと、大きな声で言わないでくれっ」

　吉崎と同僚が言い合っていて、椿は声も出なくなった。

　代わりに宗像が、ため息を吐いた。

「吉崎さん、彼女いるみたいですね」

「うん」

「付き合って一年だそうで。結婚も考えてるみたいですね……。女子と話さないし」

「そうかもね……」

　椿は頼んでいたサワーを一気飲みした。

　信じられないと思いつつ、頭の片隅で予想していたことだ。

　彼なら彼女くらいいてもおかしくないと。

　たった一杯でもほろ酔いになり、椿はさらにビールを頼んだ。

　宗像も一緒にビールを頼む。

「また真似して」

「付き合って飲みますよ」

「いいって」

　すぐにビールが運ばれてくると、椿は呷るように飲んでしまう。

　今まで好きだった人が、あっけなく遠くに離れていくのだ。

「赤岩先輩、飲むペース早過ぎます」

「へーき。自分のことくらい……分か……る……から」

「でも、少し呂律回ってませんよ？」　

「そんなころ……ない」

　椿は普段から酒をあまり飲まず、すぐに酔ってしまう方だった。

　サワーとビールを一気に飲めば、すぐに酔いが回ってしまう。

　しかし、飲まずにいられるかと、またビールを頼んだ。

　すると、宗像に止められる。

「飲むだけじゃない」

「じゃあ、瓶ビールにして、分け合いましょう」

「……うん」

　少し気持ちが落ち着いたところで、すぐに瓶ビールが運ばれてくる。

　吉崎の発言に社内の女子がにわかにざわついたものの、椿ほど動揺はしていなかった。

　遠くで聞いたことだし、嘘かもと思ったのだろう。

　隣で聞いていた椿は、宗像の対応を見て、本当に彼女がいると確信してしまった。

　もう片思いも終わりだ。

　瓶ビールも開けて宗像とグラスで分け合うと、彼は顔を覗き込んでくる。

「かなり酔ってますね。送ります」

「一人で平気」

「なんでこんな祝いの席で、あんなこと言うんでしょうね」

「……面倒になったのよ。女子が来るのが。だから、わざと……」

　今度は泣きたくなってきて、目に涙を溢れさせた。

　すると宗像はすっと椿の手を取り立ち上がらせる。

「赤岩先輩、酔ってるんで送って帰ります」

　宗像が言うと、女子社員がじろっと椿を見てくる。

「お酒に弱いみたいで。僕もあまり強くないんで、別々のタクシーで帰りますね」

　しれっと宗像は椿の手を引いて、座敷を後にした。

　椿はよろよろ歩きながら店を出ると、夜風がひんやりして少しだけ酔いが覚めた気がする。

　しかし普段より多く飲んでいるせいで、頭がぼんやりしたままだ。

「しっかりしてください。赤岩先輩。タクシーで帰りますから」

「私の家、知らないれしょ？」

「どこですか？　住所、言えます？」

「言えるけど……」

　椿は宗像から肩を抱き寄せられるようにして歩いていることに気がついたが、離れることは出来そうになかった。

（気持ちいい……人肌……）

　温もりを感じただけでも、心の傷が癒えそうになる。

　宗像はすぐにタクシーを止めると、椿と一緒に乗り込んできた。

「え？」

「同じ方向なので、ちゃんと送ります」

「……うん、わかった」

　椿は余計なことは考えないでおこうと、目を瞑った。

　そのまま眠ってしまうと、温もりに包まれているような気がしてくる。

「僕のことを好きになればいいんです。先輩」

　ふわふわと眠りに落ちる時にそんなことを言われたような気がしたが、椿は何も考えることが出来ずに眠ってしまった。

　しばらくして揺り起こされると、椿は眠い目を擦りながら起きた。

「赤岩先輩、着きました」

「……うん」

　椿はまだ朦朧としている意識の中で、宗像に抱き寄せられながら、アパートの二階に上がり、玄関を開けた。

　部屋に二人で入ると、椿はベッドに寝転んだ。

「……っ……ひっく……っ」

　椿は眠りこけ、ぼんやりと夢を見始めていた。

　頭の中で、自分に嫌な思い出を植え付けた、大学時代の『吉崎』が、二股していた女性と一緒に自分の元を去って行く。

（待って、待って！）

「待って！　待って！　吉崎くん！」

　椿は思わず泣きながら叫んでしまうと、宗像が抱きしめてくれる。

「寝てても吉崎さんのこと考えてるんですね、先輩は。そういうところも含めて、僕のものにしたいのに」

　唇にキスされると、椿は心地よくなってくる。

（あ、れ？　今、キス？）

　抱き上げられてベッドに寝かされると、そのまま宗像は丁寧に口内を舐るようなキスをしてくる。

「んっんっ……」

（何……私……今……吉崎くんとキスしてる？）

　椿が夢の中で混乱していると、現実で宗像がそろそろと椿の胸に触れ始める。

　ブラウス越しにそっと胸に触れられると、椿は体を震わせた。

「少し触れただけです……先輩。少し、いいですよね」

　そのまま、宗像は太ももを撫でてきてキスをしてくる。

「ふあぁ……あっ……」

「その先、したいです……」

　宗像はスカートを捲り、下着越しに指先でそろそろと秘丘を撫でてきた。

「はあっ……あっ！」

　蜜が溢れ出して、椿は夢の中で大学時代の吉崎とセックスを始めてしまう。

　夢の中で、椿は吉崎に荒々しく抱かれていた。

「はぁっああっああっ！」

　後ろから貫かれて、吉崎の顔は見えない。

　しかし、胸を揉みしだかれながら、たっぷりと最奥を突かれている。

「あっああっ！」

「……」

「吉崎くんっ！　吉崎くんっ！」

　椿は箍が外れたように乱れていた。

　まるで夢だと分かっているように、大きな声で喘いでしまう。

　無言で腰を使う吉崎は、激しく奥を突き上げてきていた。

「奥っ！　ヤァ……ッ！」

「赤岩……エロ……こういうの好きなんだろ？　もっと色々しようか」

「吉崎くん……」

　とろんとした目で振り向くと、吉崎と椿はいきなりカラオケボックスにいた。

　おかしいと思いつつ、裸でカラオケボックスにいて、しかも吉崎はテーブルの上に椿を乗せてしまう。

　そして、思いきり足を広げられて、また貫かれた。

「あっああっ！」

「こんなところで悦ぶんだな。赤岩」

「私は……吉崎くんのこと……好きだから」

「だったらなんでも出来るだろ？」

　相変わらずの俺様口調の吉崎だが、椿はそんな彼に惚れ込んでいたことを思い出す。

　いきなりデートに誘われて食事に行ったり、遊びに行こうと言われてボウリングに行ったり、とにかく予定を気にせず誘われていた。

　彼の横柄さに惹かれたことが、今となっては信じられないが、自分はいつか彼の本当の姿に辿り付けると信じていたのだ。

（吉崎くん……）

　たっぷりと腰を使われて、最奥を突き上げられる。

　じゅぷじゅぷと蜜が溢れ出る音がカラオケボックスの狭い部屋に広がり、椿は高揚していた。

　こんな風に彼の欲望を自分だけが受け止められると思っていたのだ。

　いや、これが現実で、本当は彼の熱を何度も受けていたのかも。

「あっああっ！　イっちゃっ！」

「まだまだ足りない」

　夢の中の吉崎は椿の胸を強引に揉んでくる。

「んあっ！」

　痛みとともに甘い痺れが体に広がる。

「あっあっ！」

　ムニムニと揉まれて、椿は意識が朦朧としそうだった。

　先端を捏ねられたり、潰されたりして、吉崎は楽しそうだ。

「それ以上……だめ……また……イッちゃっ」

「何度もイケよ。俺といっぱいしたいんだろ？」

「吉崎くん……。うん、いっぱいしたい。お願い、いっぱいして？」

　椿は夢と分かっていて止められなかった。

　酷い振られ方をしていても、吉崎が酷い男だと分かっていても、一度で良いから一つに繋がってみたかったのだ。

　たっぷりと愛されている実感が欲しかった。

　吉崎から二股されて、恋に臆病になっているのに、夢だと分かっていると、彼に甘えていた。

　本当はやり直して、吉崎から「好きだよ」と言われてみたいのだ。

　しかし、夢の中の吉崎は、大学の頃の吉崎と同じく愛の言葉は囁いてくれない。

　それどころか、乱暴に抱いてくるだけだ。

「あっああっ！」

「まだまだ大丈夫だろ？　もっと楽しもうか」

　椿は何度も果てて身体中が鋭敏に反応している気がした。

　もはや何をされても声が出てしまいそうだ。

　抱き起こされて、カラオケボックスの中に設置されている電話の前に立たされる。

「ほら、ここでするから」

「う、うん」

　椿は大体の予想がついたものの、止められなかった。

　夢のせいもあるが、こんな卑猥なことを思いついて実行するのは彼くらいだ。

　尻を突き出すと、吉崎が強引に男根を捩じ込んできた。

「ふああっ！」

　抜き差しを始めると、吉崎がオーダー用の電話をとってしまう。

　そして、電話にはフロントのバイトが出た。

「ほら、何か注文しないと」

　椿の前に受話器を渡されると、椿は懸命に話そうとした。

　すると、思いきり腰を使われて声が出なくなるほどの快感が迸る。

「んんんっ！」

「お客様？」

「あ、あの……」

「お客様？　店内で何をしているんですか？」

「歌を歌っているだけです」

　椿はなんとか言うと、吉崎は「コーラを頼め」と言ってきた。

　椿ははあはあと息を切らせながら、受話器に向かってなんとか喋ろうとする。

　しかし、抜き差しが速く、体の奥を刺激されて先ほどから喘ぐことしか出来ない。

「目的以外のことで利用されるのは困りますっ」

「す、すみま……」

　椿が謝ろうとした時だ。

　吉崎が受話器をふわりと取り上げてしまう。

「コーラ二つください」

「か、かしこまりました」

　受話器が置かれると、椿はぐったりとした。

「じゃあ、店員が来るまでたっぷりイケよ」

　そのまま立った状態で、思いきり腰を使われる。

「ああああっ！」

「さっきより締まってる。やっぱり刺激が強い方が好きなんじゃないのか？」

「あっああっ！」

　椿は何も考えられなくなりそうだった。

　かつて好きだった人に抱かれていても、どこか満ちた思いがしない。

　それどころか、かつてを思い出して悲しくなってくる。

（夢の中の私は、もう分かってる……。こんな夢はもう見たくない）

　椿がそう思い始めた頃だ。

「失礼しま〜す！」

　そう言って、店員が入ってきた。

　その定員は、宗像だった。

「宗像……くん？」

「赤岩さん。助けに来ました」

「え？」

　椿は何がなんだか分からないまま、宗像の胸に飛び込んでいた。

　すると吉崎は消滅してしまう。

（なんで？）

「宗像くん。バイト、してたの？」

「はい。偶然ですが。僕が来て良かったですね」

「う、うん」

　どうしていきなり宗像なのだと思いつつ、彼の胸に抱かれていて心地いい。

　先ほどまでの乱暴な扱いとは違い、優しい言葉をかけられて心が満たされていく。

「宗像くん。こんな恥ずかしいところ……」

　椿は裸のまま、宗像を見つめてしまう。

　先ほどまでたっぷり吉崎に求められていたせいか、体が疼いてたまらない。

（私、どうかしてる……宗像くんのこと欲しがってるなんて）

「先輩。そんな顔して見ると、僕も我慢出来ませんよ」

「えっ」

　いきなり世界が変わると、そこは見知らぬ男の部屋だった。

　見たことがないが、なぜか宗像の部屋ではないかと思えてくる。

　ソファの上に押し倒されて、椿は甘えた声をあげる。

「そんな格好で何をしていたんですか？」

「大学時代の……吉崎くんって人と、エッチをしてただけ。そこに宗像くんがきて、それで……」

「吉崎くん……。あいつ、あのカラオケボックスで色々な女性を連れ込んでますよ。先輩、いい加減に目を覚ましてください。大学時代のことは忘れましょう」

「うん。じゃあ、宗像くんが忘れさせて？」

　自分でも何を言ってるんだと笑いたくなった。

　現実じゃこんなことを言うわけがない。

　それなのに、宗像を前に思いきり甘えてしまっている。

（どうしよ、止められない。夢なら覚めることも出来るのに。私、この先どうなるか気になってる）

　夢の主である椿は、覚醒せずにそのまま宗像に抱かれることを選んだ。

　宗像は吉崎と違い、丁寧に膨らみを舐めてくる。

「ンンッ……んっ！」

「もう尖った。さっきあの男とヤリまくったせいですか？」

「ちがっ……宗像くんが……はあっああっ！」

　椿は感じたことのない高揚感に満たされて、蜜を溢れさせた。

　宗像は丁寧に先端を舐めると、今度はふわふわと胸を揉んでくる。

「あっああっ！」

「こっちも物足りないですよね？」

　そう言って、すぐに秘丘を撫でてくる。

「あああっ！」

「蜜がたっぷり溢れてます。僕のこと、本当は好きなんじゃないですか？」

「……好きだったら、どうなの？」

「決まってますよ。僕は先輩を離しません」

　信じられないような甘い言葉に、椿は夢で良かったと思えた。

　目の前で真顔で言われたら、心臓がもちそうにないし、態度を変えずに冷静な言葉を言えなくなりそうだ。

（夢の中だから、宗像くんも美化されてるんだろうな）

　そんなことを思っていると、指先が蜜玉を転がし始める。

「あっああっ！　それ、ダメっ！　イッちゃっ！」

「何度もイッていいですよ。僕の腕の中なら」

「ああああっ！」

　執拗に捏ねられて、椿は思いきり果てた。

　恥ずかしくなってしまうと、宗像は股に顔を埋めてきた。

「ふああっ！　恥ずかしっ！　ヤァ」

「たっぷり堪能しないと、先輩逃げそうだから」

「逃げない……から」

　椿は甘えて言うと、宗像は舌先で弱い部分を突いてくる。

「ふあっああっ！」

「蜜が止まりませんね。全部舐めとるの大変です」

「やっああっ！　またイッちゃう！」

「そんなに乱れた先輩、僕初めて見ました」

　蜜壺を丁寧に舐められて、椿はまた果ててしまう。

　何度も刺激されているせいか、体が鋭敏に反応しているような気がした。

　しかし、なぜか現実でも誰かに触れられている気がしていて、体が敏感に震えている。

　現実では、宗像が切なそうに、椿の体に触れているだけで、椿は悶えていた。

　宗像は椿が思った以上の反応をするので、興奮を抑えるのに苦労していた。

　色気たっぷりの声で悶えているため、宗像は今にも全裸にしたい衝動に駆られている。

　椿が時折喘ぐので、宗像は体に触れる手を止めることが出来なかった。

　一方、夢の中でたっぷり宗像と抱き合っている椿は、もはや何度も絶頂を味わっていて、体の隅々まで舐め尽くされているところだ。

「ああああっ！」

「赤岩先輩、ここにほくろがある」

　内股をぺろりと舐められて、椿は体を震わせる。

「もう、ダメっ。宗像くんの、欲しくてたまらない」

「そうですか？　僕はまだまだ足りないですけど」

　夢でも彼は椿に対してたっぷりと愛してきていて、現実と変わらないようだった。

　椿の懇願に応えるように、宗像はジーンズを脱ぎ、男根を引き抜く。

　足を思い切り広げられると、蜜口にあてがわれる。

　そして、ゆっくりと侵入してくる。

「ああああっ！」

　椿は信じられないような快感に、現実じゃないかと思えてくる。

「先輩、今、一つになってます。もう、僕だけが愛していいんですよね！」

「あっああっ！　私、宗像くんのこと、すきっ」

　椿は夢だからとばかりに甘えてしまう。

　すると宗像は思い切り腰を使い始めた。

「ああああっ！　ああっああっ！」

「僕も好きです。先輩を見てると、理性なんて飛びそうで、いつも我慢してるんですから」

「私を見て？」

「ええ」

　宗像は恥ずかしそうに頬を染める。

「そんなに、私のこと好きなの？」

「好きに決まってるじゃないですか。ほら、ナカの締め付け、凄いですよ？」

「あっああっ！」

「僕のこと、今沢山考えてますね？」

「ら、らって！　こんなの、ずるいっ」

　椿はソファから落ちそうなのをしがみ付きながら、体を揺さぶられていた。

　たわわな胸が揺れると、宗像がふわふわと揉んでくる。

「あああっ！」

　椿は感じたことのない快感を得ていると、宗像がはあはあと息を乱した。

「もう、先輩のこと考えただけでイキそうです」

「私も、宗像くんのことで頭いっぱいっ」

　その刹那、たっぷりと精が注がれる。

「あああっ！　ああああっ！」

「うっくぅ！」

　宗像が椿の上に覆いかぶさる。椿は宗像をそっと抱きしめた。

（夢なのに、私すごい宗像くんのこと好きって言っちゃった……）

　椿はクスッと微笑みつつ、暗闇に吸い込まれるように夢の深い部分に落ちていく。

　一方、現実世界の宗像も、椿へ触れることに罪悪感を抱きながらも、一人欲情しつつ、終止符を打とうとしていた。

「先輩、もう少し、許してください」

　そう言って、宗像はブラウスを少し脱がすと、ブラ越しにフニフニと揉む。

「あっあ」

「可愛い……。でもこれ以上は、もうしません」

　宗像は最後に椿の唇に長くキスをすると、乱した衣服を整えて布団を掛けた。

「ごめんなさい、先輩。僕は我慢出来なかった。夢にまで吉崎さんで満たされているなんて。ちゃんと順を追ってまた一から愛していきます」

　宗像は懺悔すると、椿の部屋にあるソファに横になって眠った。

　翌朝、椿が起きるときちんとベッドに寝かされて、衣服が乱れた様子もなく昨日の服のままだった。

（やっぱり夢。リアルな夢だったな。なんか本当に宗像くんに触れられていると思ったんだけど）

　しかし、部屋の隅に置いてあるソファに宗像が狭そうに寝ているのを見ると、そんなことはしてないだろうと、椿は苦笑した。

（夢だからね。私もなんて夢見てるんだろう。欲求不満かな）

　長らく恋人がいない為、妄想もたくましくなってしまったのかもしれない。

　椿はすやすや眠る宗像を見て、昨夜見た卑猥なことを思い出す。

（夢の中でも私のこと好きだって言ってた。でも、私もあんなに甘えることないじゃない）

　椿は赤面すると、宗像が起き上がる。

「おはよう、宗像くん。私、昨日の記憶が曖昧なんだけど。何か言ったりしてない？」

「してませんよ。お酒弱いんですね」

「昨日、部屋まで運んでくれたんだ。ごめんね、ありがとう」

　椿は恥ずかしいと思いつつ、お礼を言った。

「僕はただ運んだだけです。眠くなってソファ借りてしまって、こちらこそすみません」

　宗像は頭を下げる。

　椿は勢いに任せてセックスでもしてきそうな、大学時代の吉崎とは大違いだと思った。

　もちろん、酒の勢いで体の関係を持つこともあるだろうが、大学の頃の吉崎は、意図的にそんな場面を作っていた。

　宗像は一緒にいても、手も触れていないようだ。

「先輩、吉崎さんのこと本当に好きなんですね」

「え？　吉崎さん？　会社の？」

「いえ、なんでもありません。泣きついてきたから」

「泣きついた？　やっぱり私、なんかした!?」

「いえ！　なんでもないんです。僕は吉崎さんを尊敬してますし、同性としてもかっこいいなと思います。異性として好きになるのは当然ですし、人気もありますし」

　宗像はなぜか肩を落としている。

「あ、あのさ！　ご飯食べない？　外に食べに行く？」

「いえ、僕が作ります」

「あ、うん。ありがとう。でも……」

　椿が遠慮しようとした時だ。

　もう宗像は狭い台所に立って、手を洗い始めている。

「疲れ取れてないでしょ？　いいのに」

「大丈夫です。それより、何にしますか？　卵があれば目玉焼きくらいならできますから」

「私もできるけど」

「赤岩先輩はまだ酔いが覚めてないかもしれないので、お湯でも飲んでゆっくりしてください」

　そう言って、ヤカンを見つけて火にかけると、椿は観念して宗像にお願いすることにした。

　ベッドに腰掛けてぼんやり宗像の後ろ姿を見つめる。

　昨晩は記憶をなくすほど酔ったらしい。

　無防備な姿を見せてしまったというのに、宗像は全く手を出していないように思う。

（私は夢の中で宗像くんとエッチしたけど……。あれは夢だし……。あんな夢見るなんて、私も欲求不満過ぎ……）

　そう思いつつ、宗像のことを考えると胸が高鳴り始めてしまう。

　彼が自分に触れてこなかったことも、椿は宗像を見直しているところでもある。

　こんな時だからこそ、人の本性が現れて、その場限りの関係だってあり得ただろう。

　でも、彼はそんなことはしなかった。

（宗像くんは、本気で私を好き……なんだ）

　夢の中の吉崎には、美人の彼女を見せつけられて、もう二度と恋なんてしないと思いつつ、現在の会社で同姓の吉崎に会い惹かれてしまった。

　また吉崎かと思いつつ、振り向いてくれないかと自分なりに勇気を振り絞って頑張ってきたが、今度もまた振り向いてくれそうにない。

　宗像がこうして誠実な態度を見せてくれるとグラリと気持ちが揺れてしまう。

「ご飯できました。食べましょうか」

「うん」

　椿はいつも一人で食べている一人掛けのダイニングテーブルに、宗像の椅子も用意して、二人で向かい合わせで目玉焼きを食べた。

　トーストと紅茶、そして有り合わせのサラダを作ってくれて、普段は自炊しないと言った割に、手際よく作ってくれて驚いてしまう。

「上手に目玉焼き焼けてるね」

「こんなの誰でも出来ますから」

「でも、誰かが作ってくれたご飯って嬉しいな」

「そう言われると、毎朝作りに来たくなります」

「そういう意味じゃないけどね」

　クスクス笑いながら、椿は心が温かくなるのを感じた。

　宗像と一緒だと、警戒も必要ないし、自分の思ったことを言える。

　男性だから一線引いておこうとか、女性らしくして見た目で笑われないようにしようとか考えずに済んだ。

　今も、寝癖があるかもしれないのに、椿は恥ずかしいと思うより宗像と一緒の時間が心地よくてフワフワしている。

（なんだか、一緒の時間を一番多く過ごしてるのは宗像くんなのかも）

　椿はそんなことを思いながら、パンを齧り、目玉焼きを食べていく。

　宗像も行儀よく食べていくと、綺麗に食べてしまう。

　椿はご馳走さまと手を合わせると、皿を取った。

「私洗うね」

「でも、化粧とかあるんじゃないですか？」

「そうだけど、家まで運ばせてご飯も作ってもらったのに、私が何もしないでいいはずないでしょ？」

「じゃあ、僕は後ろで見てますね」

「そういうことばっかり。朝から飽きないね」

　椿は胸を高鳴らせながら、微笑んだ。

　以前はこんなことで胸を高鳴らすことなどなかったのに、宗像の口説き文句に胸が早鐘を打っている。

　椿はドキドキしながら皿を洗うと、そろそろと後ろを向いた。

　宗像が本当に見ているので、すぐに俯く。

（ちょっと見てるだけ。いつもこんな感じでしょっ！）

　椿が自分に言い聞かせていると、皿がするりと手から滑り、シンクの中へ落ちる。

「危ない！」

「きゃっ」

　すぐに宗像が駆けつけてきて、皿をキャッチしてしまう。

「大丈夫ですか？」

　宗像に後ろから抱きしめられる格好になって、椿は心臓が止まりそうなほど緊張してしまう。

「う、うん。ごめん、こんなことよくあることだから」

「皿は僕が洗いますよ」

「平気！」

　椿は強引に皿を奪うと、せっせと洗い終えて隣に佇む宗像を見つめた。

「近すぎ、宗像くん」

「あ……すみません」

「じゃあ、ご飯も食べたし、別々に会社行こうか。一緒に行くと怪しいでしょ？」

「はい……」

　宗像は少ししょんぼりした顔をするが、椿も提案しておいて心苦しくなっていた。

　一緒に楽しく通勤したいと思うなんて、自分でも考えられない。

「じゃあ、僕は先に出ます」

「また会社でね」

　そう言って、宗像はさっさと部屋を出ると椿はほっとため息を吐いた。

「私……宗像くんのこと、意識しすぎ……」

　椿はため息を吐きながらソファに座り、スマホをいじっていると、いつの間にか宗像から『いってきます。今日も頑張りましょう』とメッセージが送られてきていた。

（あ……いつの間に）

　こういうところはちゃっかりしてると思いつつ、椿は早速連絡したくなってしまった。

『宗像くん、昨日は色々とありがとう』

　そう送ると、宗像から返事が来る。

『また飲みに行きたいですね。今日は赤岩先輩と一緒に会社に行きたかったな』

　宗像のとどまることを知らない熱烈アピールに、椿は顔を覆った。

「こんなに好きって言われてたら、私だって好きになっちゃうでしょ……」

　椿はなんとか平静を保ちながら返事を送ると、さっさとメイクをして着替えを済ませ、会社に向かった。

　職場に着くと、宗像と目が合い、すぐに逸らして仕事を始める。

　椿は気にしないようにとデスク周りの整理をしていると、スマホが振動した。

『お昼一緒に食べませんか？』

　宗像から誘われて、椿は赤面してしまう。

　いつもなら軽くかわすところだが、今日は嬉しくてたまらない。

『うん、いいよ。美味しいところ知ってるから行ってみる？』

『はい！　先輩と二人だけですよね？』

　その言葉に、椿はスマホを握りしめた。

（それで、いいよね……。ただご飯食べるだけだから）

　椿は考えてから、返事をした。

『うん、そうだよ』

『嬉しいです。デートみたいですね！』

『デートじゃなくて、お昼食べるだけ』

　椿はそう送ったものの、内心は同じことを考えてしまいそうで困惑した。

　宗像との距離が昨夜のことで一気に縮まってしまった気がする。

　椿は頼まれていた仕事を午前中にさっさと片付け、昼になると宗像と二人で食事に出た。

　宗像を意識している女子の視線を感じたので、さっさと逃げるようにフロアを後にする。

　エレベーターで一階まで降り、入り口を抜けて店を目指していると、宗像が嬉しそうに言った。

「先輩と二人だけの食事って初めてですよね」

「そうだったっけ？」

「いつも誰かいた気がします」

「近くの海鮮丼の美味しい店に行くだけだけど」

「そこ、僕も好きな店です」

　そんな話をしながら歩いていると着いてしまい、暖簾をくぐった。

　席に着くと、宗像は向かいの席に座る。

　椿はメニューを広げて、おすすめ海鮮丼を選んだ。

「僕も同じものにします」

「前も同じもの選ばなかった？」

「先輩と同じものが食べたいんです」

「他にも美味しいものがあるのに」

　椿はそんなことを言いつつ、心の中が満たされていく気がしていた。

　大学時代に振り回された恋と違い、宗像とは安心して一緒にいられる。

　二人で同じものを頼むと、宗像は嬉しそうにおしぼりで手を拭いて、椿を見つめてくる。

「そんなに私のこと見ても……」

「僕、赤岩先輩と一緒にいるとすごく楽しいんです」

「どうして？　他の人じゃダメなの？」

「他の人は僕のこと、かっこいいとしか思わないですよね。本当は仕事も何も出来ない男かもしれないのに、そういう目で見てきて帳消しにしようとする」

「ああ、みんなカッコいい人は好きだよね。社外の取材で芸能人に会ったりもするから、目も肥えてるだろうし」

「だから余計に、色眼鏡で見てこない先輩と一緒にいるのが心地いいんです」

「そう？　でも、私も吉崎さんのこと、追いかけたりしたけど」

「吉崎さん……ですか」

　宗像の顔が暗くなる。

　何かそんなに悪いことを言ったかと思いつつ、もはや会社の吉崎も過去の人になっていた。

　今は宗像と一緒の時間の方が心から癒されている。

「吉崎さんのことみんな好きだから、私もついつい。私も他の女子と変わらないけど」

「そんなことないです。ただ、吉崎さんのことは本気で好きなんだなって思ってます」

「本気で好き？　えっと……」

「いえ！　なんでもありません。僕の方が赤岩先輩のこと好きなんで、関係ありませんから」

「う、うん」

　一瞬落ち込んだ顔を見せた気がしたが、椿はそれ以上は聞かないことにした。

　今の段階で互いの恋愛感情をぶつけ合うのは良いとは思えないからだ。

　そんなことを話していると、海鮮丼が運ばれてきて椿たちは微笑みあった。

「美味しそうですね！」

「ここの海鮮丼って本当に美味しいのよね」

　椿は食べ始めると、宗像がそっと椿にお茶を渡してくれる。

「ありがとう」

「僕の方にふたつ来てたので。先輩、ほっぺにご飯が付いてます」

「えっ、やだ」

　頬をゴシゴシ擦っていると、すっと宗像が手を伸ばしてきてご飯粒を取ってしまう。

「取れました」

　そうしてペーパーで包んでしまうと、椿はぼんやり宗像を見つめた。

　こんなことをされたのは初めて、気持ちが追いつかないのだ。

「先輩？」

「あの、宗像くんってそういうこと誰にでもするの？」

「しませんよ。赤岩先輩だからです」

　言われて、椿は耳朶を赤らめて俯いた。

　揶揄ってここまでしてくる人はいないだろう。

　もう過去のトラウマのことは忘れて、宗像と向き合ってもよいかもしれない。

　そんなことを考えながら、食べていた時だ。

　同僚が来て、宗像と椿がいることに気がついたようだった。

（勘違いされたら……。でも、きっと宗像くんなら……）

　椿は期待しながらご飯を食べていると、同僚がニコニコ微笑みながら宗像を見つけて肩を叩いた。

「お疲れ！　いつから赤岩さんと仲良くなったんだよ！　他の女子に嫉妬されるぞ？」

「いえ、赤岩先輩と特別何かあるわけではないので」

　頭を殴られたような衝撃が走った。

　先ほどまであんなに甘いムードで楽しんでいたじゃないか。

　しかし、まだ付き合っているわけでもなく、確かに特別というより戯れあっているに過ぎないと言われても仕方ない。

　椿はしょぼんとしながら、同僚と宗像とのやり取りを見つめた。

（私一人が舞い上がってたんだ。宗像くんは、やっぱり私のこと好きって言ってるだけで、恋愛感情はないんだよね）

　椿がポツポツご飯を口に運んでいると、同僚は去っていく。

　宗像は首を傾げて椿のことを見つめてくる。

「あの、何か変なこと言いましたか？　元気ないですけど」

「ううん。違うの。ただ、ちょっとお腹いっぱいになってきて」

「じゃあ、残ったの僕が食べますか？」

「だめっ。私、自分で食べられるからっ」

　椿が慌てて口に運ぶと、宗像は不思議そうにしている。

　自分ばかりが宗像のことを好きになっていくようで、椿は困惑した。

　まるで大学時代の恋と同じじゃないかと思うばかりだ。

　これじゃ何も成長していない。

（これじゃまた同じことを繰り返すだけ。私は仕事に生きて、男子とは距離を置いて……）

　椿はそう思おうとしたが、胸がズキズキ痛み、自分の気持ちに嘘をついていると実感する。

　ご飯を食べ終えると、二人で店を出て、仕事に戻った。

　椿は新しい広報誌の作成に取り掛かる為、以前使った広報誌で再度使えるところをピックアップしていき、変更点を打ち直していく。

　宗像をチラリと見れば、黙々と何か仕事をしているようだった。

（仕事仕事っ）

　椿は関係ないとばかりに新しい広報誌を作ろうと時間を忘れて文字を打ち込んでいく。

　気が付くと、外は真っ暗になっていて残っているのは椿と宗像だけだった。

（あれ……みんなもう帰ったんだ。早く終わらせようと思って、集中し過ぎた……）

　椿はあとどれくらい仕事が残っているだろうかと見比べると、まだかなりある。

　写真を入れ替えたり、新規の記事を載せたりと大分時間がかかりそうだった。

「先輩、まだ終わらないんですか？　手伝います」

「あ、うん、いい？」

　椿は宗像に甘えることにすると、データを渡して、用意してあった写真なども送った。

　宗像はすぐにパソコンに向かうと、椿もパソコンに記事を打ち込んでいく。

　彼を気にして顔を上げると、宗像と目が合った。

　慌てて逸らすと、胸がバクバクと鳴っている。

（こんな時に、なんで私のこと見てるの……？）

　椿は心臓に悪いと思いながら、仕事を再開して記事を黙々と打ち込んでいく。

　視線を感じて顔を上げると、また宗像が熱っぽい目で自分を見ている。

（だからっ。なんでそんな目で私を見てるのっ）

　たじろぎつつ、椿は仕事を終わらせようと必死にキーボードを叩いていく。

　しかし、椿はそんな宗像の一途な想いにもうずっと気がついていた。

　そんな彼の気持ちに甘えて、今日の昼も一緒に食べて心地良さを実感していたのだ。

　彼の恋心に甘えていて、自分の気持ちを宗像に伝える勇気はまだ出そうにない。

（私のことなんて。年上だし、冴えないし、美人でもないし）

　そう思いながらキーボードを叩いている時だった。

　隣に宗像が立った気がして振り向くと彼がいる。

「ど、どうかした？」

「先輩、僕のことどう思ってますか？」

「……一緒にいると、安心する人かな」

「そうですか。少なくとも、嫌われてないんですね？」

「うん。嫌いじゃないよ。宗像くんとは安心して一緒にいられる」

「先輩は、吉崎さんのことどれくらい好きですか？」

　突然吉崎の名前を言われて、椿は驚いた。

　もう忘れていたと言ってもいいくらい、気持ちは宗像に揺れているのだ。

「吉崎さんのことは、同僚としか思ってないかな」

　椿がそう言ったときだ。

　突然、宗像が屈むと、椿を振り向かせて強引にキスをしてきた。

「ンンッ」

「好きじゃないなら、僕がもらってもいいですよね？」

　いきなりのことに頭の中がぼんやりしつつ、椿は高揚感でいっぱいになっていく。

「まっ……ここ、職場……だから」

「困るのは職場だからってことですか？」

「違う……けど……」

「じゃあ、もう僕の我慢の限界も分かってる筈じゃないですか？」

　いきなり言われて、椿はハッとした。

　昨日の晩、部屋まで送ってくれて手も出さず、今日も朝から一緒に出社することもなく、昼ごはんも同僚として過ごした。

　これがただの友人ならそれで済むだろうが、彼は椿のことを好きだと言っていたのだ。

　相当の我慢をして、椿に接していただろう。

　特に昨夜は……。

「ご、ごめん……私、寝ちゃって……ンンッ」

「僕のこと嫌いじゃないって、もう少しちゃんと知りたいです」

「待って……んっんっ」

　口内をたっぷり舐られて、椿は息が出来ない程だった。

　キスだけでも頭の中が蕩けてしまいそうで、デスクに強引に載せられて覆い被さられる。

「宗像くん……私……」

「でも、僕がちゃんと好きだって言わせてみせますから」

「……宗像くん……私……私……」

「今夜は止められないの、分かってくれますか？」

　椿は頷いてしまうと、宗像が丁寧にブラウスを脱がせてくる。

　ブラが顕になると、下着越しにフニフニと胸が揉まれた。

「あっ！」

「可愛い声」

「恥ずかし……から……すぐに終わりにして？」

「だめです。こんなこと次はいつ許してくれるか分からないですから」

「宗像くん……」

　椿は甘えた声で言ってしまうと、宗像は嬉しそうにブラを外してたわわな胸を揉みしだいてくる。

「あっあああっ！」

　すぐに先端がピンと尖ると指先で丁寧に捏ねてきて、椿は体を震わせた。

「あっあっ！　恥ずかし……ヤァ……」

「そんな可愛い声で言われたら、止められないです。赤岩先輩」

　椿は目を潤ませながら宗像を見つめると、彼は嬉しそうに目を細めて胸に顔を埋めてくる。

「んあっ！」

　たわわな胸に頭を擦るようにされて、椿は身を捩った。

　そんなことをされたこともないので、恥ずかしくてたまらない。

「やっ。宗像くんっ」

「先輩が恥ずかしがるの、可愛くて止められないです。ほら、こっちも刺激しますから」

　先端を指で扱かれながら、反対の先端を舐められる。

「あっああっ！　やっ！　そんなところ！　あっ！」

「赤岩先輩の甘えた声が響いてます。いつもはみんなが仕事してるところなのに」

「あっああっ！　宗像く……」

「そんな声出すと、この後もホテルでしたくなります」

「だめ……恥ずかしくて……」

「じゃあ、ここで最後までしましょうね」　

「えっ……」

「どっちにしろ、赤岩先輩は今晩、僕のものです」

　宗像に言われて、椿は赤面した。

　もはや自分の気持ちが見透かされているような錯覚すら覚えてくる。

　まるで手の平で転がされているような気分だ。

　丁寧に扱かれたり、舐められたりしていると、唾液に塗れて先端が尖り、椿も息を荒くしてしまう。

「あっあっ……それ以上……だめ……」

「僕はその先がしたいです」

　椿は困惑しつつ、宗像の猛りが雄々しくなっているのをスーツ越しに見てしまう。

　いつもは絶対に見ないところだが、こんな状況で目がいってしまったのだ。

（宗像くん……、私に本気で欲情してる……）

　女性には不自由しない彼だ。

　そんな男が、四六時中自分に好きだと言い続け、最後には我慢しきれなくなって、リスクを冒してまでオフィスでセックスなんて、信じられない。

　もはや、彼の気持ちが自分にあるのは疑いがない。

　椿は蜜が溢れ出してくると、宗像がスカートを捲り上げる。

　下着越しに秘丘を撫でられると、椿は甘い声をあげた。

「あっ！」

「下着越しでも分かるほど濡れてますね」

「これは……だって……」

「もう少し濡らした方がいいですね？」

　椿が小さく頷くと、下着を脱がされて蜜芽を押しつぶされる。

「あっあああっ！」

　椿は体をくねらせて快感から逃げようとすると、狭いデスクの上から落ちそうになる。

　宗像が体を支えてくれて、すぐに片手を握り締めてくれた。

「体、痛くないですか？」

「平気……」

　椿はとろんとした目で宗像を見つめながら答えると、宗像は蜜芽を捏ね回してきた。

「ああっ……ああっ！　それ……やぁっ！」

「どんな風に嫌ですか？」

　椿は恥ずかしくて首を振った。

　そんな恥ずかしいことを言えそうにない。

　先ほどからお腹の奥がジンジンして切なく疼いているのだ。

　まるでそれが宗像と一つになりたいと欲しているようで、とても言い出せない。

「じゃあ、続けますね？」

　言うなり、今度は人差し指を挿入されて抜き差しが始まる。

「あっああっ！」

　グチュグチュと水音が立ち、フロアに響き渡った。

　椿は体をくねらせて悦んでしまうと、さらに抜き差しが速くなっていく。

「ああああっ！」

「ナカ、かなりとろけてきましたね」

　椿は息を乱しながら、宗像を見つめた。

　彼は興奮して熱っぽい瞳で椿のことを見つめてくる。内なる熱をひとかけらの理性でなんとか抑えているようだ。

　その瞳は、仕事中にも感じていたものそのままだった。

（宗像くん、ずっとそんな目で私のこと……）

　胸が鳴り始めてしまうと、宗像は止められないとばかりに指を二本に増やして思い切りかき混ぜてきた。

「ああっ！　ああっ！」

　椿は体を退け反らせて今にも果てそうになる。

　痴態を晒しそうで怖くなってしまうと、さらに指の抜き差しが速くなり、メチャクチャにかき混ぜられ始めた。

「ああああああっ！」

　頭の中がとろとろに蕩けて、椿は思いきり果ててしまう。

　すると指が引き抜かれて、宗像がベルトを緩ませる音が聞こえてくる。

　そして男根が、蜜口にそっとあてがわれた。

「いいですね？」

「うん」

　椿は頷くと、宗像は腰を使いゆっくりと挿入してくる。

「あああっ！」

　狭い隘路が押し広げられて、熱が強引に入り込んできて椿は体を退け反らせた。

　痛みもあるが、快感の方が勝っている。

　まるで、宗像となら痛みすら乗り越えられると言わんばかりだ。

　息を乱していると、熱が止まる。

「これ以上は今日は無理ですね」

「で、でも……」

　奥まで到達していないのは椿にも分かった。

　彼がそんなことじゃ満足出来ないだろうと、同時に考えてしまう。

「赤岩先輩と繋がれたから。僕は満足です。少し動きますね」

　そう言うと、ゆっくりと抜き差しが始まった。

「あっああっ！」

　椿はたわわな胸を揺らしながら、体を揺さぶられる。

　宗像の熱を腹の中に感じるだけなのに、感じたことのない多幸感に満ちていた。

　まるで幸せの絶頂にでも到達した気分なのだ。

（頭の中、変に……なりそう……）

　椿は蕩けた頭でぼんやり考える。

「あっああっ！」

「痛くないですか？」

「平気……」

　椿はそれよりも、もっと深く繋がれないことが寂しくなってきていて、先ほど言われた続きはホテルでと言っていたことが気になってきていた。

（続き……本当にしてくれるなら……）

　ぬちゅぬちゅと音を立てて抜き差しされると、次第に熱が奥へ入り込んでくる。

「あっあああっ！」

「奥まで届いてきましたね」

「宗像くん……」

「さっきから赤岩先輩、僕のこと好きだって顔で見てますけど？」

「だって……それは……」

「また今度、ちゃんと聞かせてくださいね」

　宗像に言われてしまうと、椿もそれ以上は言い出せない。

　熱が最奥まで到達して、宗像はゆっくりと抜き差しを始める。

「あっあああっ！」

「もう少し動きます」

　抜き差しが先ほどより速くなると、椿は頭の中がとろとろになっていき、何も考えられなくなっていく。

　さっきまで少し余裕もあったが、もう何も考えられそうにない。

　宗像も息を荒くして、肌をパンパンとぶつけてくる。

　内壁が擦られる度に、椿は快感の声を上げてしまい、体を震わせた。

「ああああっ！」

「先輩っ……赤岩先輩！」

「宗像くんっ」

　椿も宗像も互いに名前を呼び合うだけで息を荒々しくし始めた時だ。

　熱が腹の奥で膨張して、今にも爆発しそうになる。

「あああっ！　ああああっ！」

「赤岩先輩！　赤岩先輩！」

　宗像が切なく椿の名前を呼んだ時だ。

　宗像が慌てて、男根を引き抜いた。

　椿は思い切り果ててしまうと、宗像は椿の服の上に精を放ってくる。

「くっ」

　互いに余裕がなく、椿はいきなりのことで驚いて声が出なくなった。

「す、すみません！」

「ううん、洗えば……」

「こんなはずじゃなくて。あの……、だから……、ホテルでちゃんとしたいです。服を洗うためにも」

「そうして欲しいな」

　椿は蕩けきった頭で答えていた。

　宗像は自分の衣服を整えると、椿のはだけた服を慌てて着せてくる。

「すみません！　僕は……その……」

「好きだってこんなに言われたことなくて、私も嬉しい」

「え……」

「宗像くんから好きだって言われると、私も心地良くなって、甘えちゃうの。続きもして欲しいし、遊びじゃないんでしょ？」

　椿は自分で身なりを整え始めると、宗像が静かに頷いた。

「僕はずっと赤岩先輩のことを好きで。付き合いたくて」

　宗像が少し狼狽えているのが分かる。椿はその様子すら愛おしいと思えてきた。

「真面目に思ってくれるのが、本当に嬉しいの」

「ホテルで、続きしてもいいんですか？」

　椿は小さく頷くと、宗像は乱れたデスクをすぐに整えて椿の手を取った。

　そして、すぐに手を引きビルから出ると、タクシーを止めて近くのホテルに向かう。

　宗像は近くのシティホテルに向かうように告げると、椿は宗像が自分を大事にしてくれる気がして、胸がまた静かに高鳴り出していた。

　ホテルに到着して、チェックインを済ませるとエレベーターに乗り、部屋になだれ込むように入った。

　椿は先ほどの熱が抑えきれず、体の奥がジンジンと熱くなっていた。

　ホテルに入ってから体を寄せて歩いてきていたせいで、宗像の体温を体に感じて、それだけでも疼いてしまうほどだ。

　彼も同じなのか、口数少ない。

　椿はホテルで男性と一晩関係を持つのは初めてだったので、先ほどのオフィスと違った緊張感がある。

　宗像も強引なことはしないようなので、後ろで突っ立ったまま互いに無言だ。

（どうしよう……勢いに任せて出来ると思ったけど、改めて場所を変えたら緊張してきた）

　椿がぎゅっと手を握っていると、宗像はそっと後ろから抱きしめてくる。

「お風呂、一緒に入りませんか？」

「え……」

「さっき、服汚したから洗えますし」

「う、うん。じゃあ、そうしようか」

　椿が言うと、宗像はいきなり着ていたブラウスを脱がしてくる。

「あっ、あのっ」

「こういうのは、恥ずかしがると余計にやりにくくなるから、先輩は黙ってください」

「うん……」

　椿は頬を染めて、されるがままに脱がされる。

　宗像に手際よく脱がされ、裸にされてしまった。

　モジモジしていると、宗像も裸になってしまう。

「じゃあ、お風呂入りましょう」

「うん」

　手を引かれて浴室に向かうと、湯船にお湯はまだ入っておらず宗像が「あっ」と声を上げる。

「今からお湯入れますから」

「うん。体洗ってよう」

　椿は自分で言ったものの、ホテルに備え付けのタオルはなく、慌てた。

　すると宗像が手にボディソープを付けて背中を撫でてくる。

「これでも良いですか？」

「う、うん。でも……」

「こういうのも、アリですよね？」

「……全部、宗像くんが洗う、の？」

「そうですね」

　言われて椿は赤面する。

　直接手で洗われる。

　しかもボディソープがぬるぬるしていて、余計に卑猥な感じがする。

　背中を撫でられていたと思ったら、首筋や腰、そして太ももを撫でられて椿は声を上げた。

「ひあっ」

「少し触れているだけです」

「そう、なんだけど」

　宗像は内股を摩るように撫でるので、じわじわと焦らされているような気分なのだ。

　蜜が溢れ出してきて、椿はまた悦楽の時間が始まりそうになる。

「や、やめ……他のところも……洗って」

「わかりました」

　言うなり、胸を後ろから撫でるように揉まれる。

「ふあっ！」

「綺麗にしますから」

「宗像くんっ！」

「ダメですよ。こんなに尖らせたら」

　そう言いながら、先端をツンツンと突かれたり摘まれたりされる。

「あっああっ！」

「もっと声出してください。さっきの方が感じてるみたいでしたけど？」

「だって……」

　椿は先ほどから鏡に映る自分の卑猥な姿を前に声を堪えてしまっていた。

　あられもない痴態を晒していて、快感に自分が酔いしれているのだ。
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（恥ずかし……こんな……）

　椿が悶えていると、宗像は先端を摘んだりしながら、腰をなぞり、そして秘丘を撫で始める。

「ああっ！」

「もっと声出してください」

「む、宗像く……っ！　やっああっ！」

「そう。その声が聞きたいです」

　愛おしそうに言われて椿は恥ずかしさに身を震わせた。

　こんな恥ずかしいことをされているのに、体の奥は悦んでいる。

　もっと深く繋がりたいと宗像を欲してたまらないのだ。

（私、さっき初めて宗像くんとしたのに。もっとしたい。もっと深いところで繋がりたい）

　椿は抑制が効かないことに気がついて、また喘いだ。

「あっあああっ！」

　宗像は指先で蜜芽をムニムニと捏ね回すと、椿は立っていられずに壁に手をつく。

　後ろから覆い被さるように、宗像は弱い部分を刺激してきて、椿は蜜を溢れさせた。

「ああっ！　それ、ダメっ」

「ここ、赤岩先輩の好きなところですね？」

「違うのっ……そんなつもりっ」

「素直に言ってください。もっとしますから」

　言うなり、指がぬっぷりと蜜壺に挿入される。

「んあっ！」

「ナカ、凄い滑ってます。とろとろしてて、まだ指が入りそうです」

　宗像は指を二本挿入してくると、そのまま滑りに任せて抜き差しを始めた。

「ああっあああっ！」

　椿は体を退け反らせると、ぬちぬちと蜜が溢れ出す音が響き渡る。

　めちゃくちゃに掻き混ぜられて、今にも果ててしまいそうだ。

「あっああっ！　それ以上……ダメっ」

「どうしてダメです？」

「言え……なっ」

「言ってみてください。どうなりそうですか？」

「宗像くんっ！」

（意地悪っ）

　椿は頭の中をトロトロに蕩けさせながら、息を乱した。

　グチュグチュとさらに掻き混ぜられて、立っているのも辛くなってくる。

「ああああっ！」

「そろそろイキそうですか？」

「やあっ！」

「じゃあ、この辺で」

　椿が果てる直前でするんと指が引き抜かれる。

「あっあっ」

（イカせてくれなかった）

　椿がもどかしい思いのまま息を乱していると、宗像は男根を蜜口にあてがってくる。

「あっ」

「もっと深いところで、イカせてみたいです」

「宗像……くん」

　涙目で振り向くと、宗像は愛おしそうに頬を撫でてくる。

「そんな顔をされたら、止められないですよ、赤岩先輩」

「私、今どんな……あっ！」

　いきなり挿入されて、椿は目を見開いた。

「ほら、余裕なんてないんじゃないですか？」

「あっあああっ！」

　椿はまた押し寄せてきた快感に苛まれながら、手をついて必死に耐えた。

　後ろから突き上げられて、一気に熱が最奥まで到達してしまう。

「あああああっ！」

「ナカ、まだまだ狭いですね」

「あっ……あっ……」

（気持ち良すぎて、声、出せない……）

　椿は蕩け切ってしまう。

　宗像がシャワーチェアーに腰掛けた。椿はその上に強引に跨らされる。

　熱が再度一気に最奥まで突き上げられると、椿は体を震わせた。

「あああああっ！」

　今にも意識が飛んでしまいそうな快感に、椿は自ら胸を揉みしだく。

「赤岩先輩のそんないやらしい姿が見れるなんて、僕は幸せです」

「ら、らって……。頭の中が宗像くんのことでいっぱいで……おかしくなりそう……」

「悦んでるんですね？　赤岩先輩」

「恥ずかし……見ないで……」

「見ますよ。こんな姿は僕だけのものですから」

　宗像は思い切り突き上げてくると、椿はふわりと浮かぶような気がして宗像にしがみついた。

「あっ！」

　最奥を突き上げてきて、子宮が揺さぶられる感じがする。

　先ほど疼いていたところが嬉しそうにして、肉塊を飲み込んでいるのが分かる。

（私……変になってる。こんなに宗像くんのこと好きだったの？）

　椿は蕩けた頭で考えていると、ズンズンと突き上げられて何も考えられなくなってきた。

　たわわな胸がゆさゆさ揺れて、椿は自らも腰を振ってしまう。

「ああっあああっ！」

「そろそろ、限界です」

「私も、もう……っ」

　椿は体をガクガク震わせ、絶頂を迎えそうな瞬間、宗像が息を荒くし始める。

「くっ！」

　宗像は先ほどと違い、椿の体内に思い切り熱を放ってきた。

「ああああっ！」

　何も考えられなくなり、椿はぐったり宗像に身を預ける。

（どうしよ……宗像くんと、最後まで）

「赤岩先輩、責任取ります。だから、もっと……いいですか？」

　宗像の胸の中で椿は目を瞬かせた。

「まだ、したいんです」

　潤んだ目で懇願されて、椿は胸が高鳴ってしまう。

「じゃあ、あと少し」

「はい、じゃああと少しだけ」

　そう言ったものの、宗像が椿を解放したのは明け方で、椿はぐったりしてベッドで寝てしまった。

　宗像は夜も椿を離してくれないようだ。
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（宗像くんとのエッチ、凄かったな……）

　休みになって、椿は一人ベッドに横になって宗像のことを考えていた。

　宗像と肌を合わせた日が三日前で、まだ体が少しギシギシした感じがしている。

　初めてだったが、あまり痛みがなく済んだせいで夜通し抱き合ってしまった。

　宗像の性欲の凄さと椿への愛の重さを、今改めて感じているところだ。

　思い出すだけでも蜜が溢れそうなほどの濃密な時間に、椿はしばらく宗像とはまともに顔も合わせられなかった。

　会社ではなるべく最低限の接触で済ませて過ごしたが、それでも宗像はにこやかにくっついてくる。

（初めてで何度も中に出されて。もう、付き合ってるも同然だと思うんだけど、まだ勇気が出ない）　

　椿は初めてのセックスで最後まで済ませてしまったことに頭を抱えた。

　彼が避妊せずにしてくるとは思わなかったのだ。

　責任は取るとは言っていたが、椿はどこまで信じたら良いのかと悶々としてしまう。

（責任って言ったって。まだ付き合ってもないのに）

　一人悩んでいると、スマホが振動した。

　誰かと思って見てみると、宗像だ。

『今から一緒に出かけませんか？』

（今から!?）

　椿は突然のことに困惑した。

　何もなければ会いに行くのが普通かもしれないが、会ったらまた深い仲になってしまいそうで怖い。

　少なくとも、宗像が何もせずに家に帰すとは思えなかった。

（どうしよう。断ろうかな）

　椿が断りのメッセージを送ろうとした時だ。

『ここの店、行ってみたいと思いませんか？』

　そうして見せられたのは、おしゃれなレストランだ。

　以前、芸能人がよく行くと言って有名になり、その後は予約制になってしまい普通じゃなかなか入れない店なのだ。

　どうやって予約を取ったのだろうと思いつつ、そんなところに行けたらと椿は思わずじっとスマホを見つめた。

『あと、ここも行ってみたくて。どうですか？』

　そうして見せられたのが、水族館だ。

（うわあ……。ここの水族館って最近リニューアルしたばかりで綺麗って）

　椿はまたもや心がぐらついた。

　水族館なんて、一人じゃ中々行かないようなところだ。

　ぼんやり見てるだけでも素敵だが、一緒に行く相手がいないと足は遠のく。

（行ってみたい）

　椿がぼんやりスマホを眺めていると、いきなり電話が鳴り出した。

　見れば、宗像だ。

　慌てて取ると、宗像は言った。

「赤岩先輩、おはようございます。早く行きましょう」

「あの、でも今日は休みだし」

「そんなこと言ってたら、僕との時間がなくなります。今から迎えに行きますね」

「だめっ。ここのレストランにちゃんと一人で行けるから」

「わかりました。じゃあ、一時間後にこのレストランの前に」

　椿は電話を切るとほっとため息を吐いた。

　まさか電話をしてくるとは思わなかった。

（強引なんだから）

　椿は時計を見つつ、すぐに緑色のワンピースに着替え、化粧を施した。

　髪の毛を三つ編みにしてまとめると、椿は黒のショルダーバッグを下げて部屋を出た。

　電車に揺られ、最寄り駅で降り、宗像の言っていたレストランまで歩くと彼がいる。

　ジャケットを着て、髪の毛を整えていつもより素敵だ。

　椿は胸を高鳴らしながら近寄ると、宗像が気がついて手を挙げてくる。

「赤岩先輩！」

　手をブンブン振りながら、嬉しそうに椿に近寄ってきた。

　まるで大型犬だ。

　椿は恥ずかしいと思いつつ、「今日はよろしく」とぼそりと言う。

「任せてください。レストランは馴染みなので、いつもの席が取れました」

「馴染み？　いつもこんなところ来るの？」

「い、いえ！　馴染みの人が働いているので特別融通が利くんです」

「そうなんだ。凄いね」

　椿は羨ましいと思いながら、隣を歩く。

　以前のように触れ合ったところがまたジンジンと疼き始めそうで、出来るだけ距離を取った。

（ホテルでしてから三日しか経ってないのに。宗像くん……本当に私のこと好きなんだ……）

　椿は頬を染めると、レストランの中に入る。

　すぐに店員によって案内されると、四人掛けのテーブルの個室に通された。

　椿は荷物を椅子に置いて、宗像を見つめる。

　彼は慣れたように、店員に料理を頼んでいた。

「ここは美味しいコース料理があるので、それでいいですね？」

「うん。宗像くんのおすすめで」

「じゃあ、任せてください」

　宗像が店員に頼んでしまうと、すぐに食前酒が運ばれてくる。　

　キラキラ輝くお酒を前に椿は目を輝かせた。

　二人で乾杯すると、まるで正式に付き合っていると錯覚しそうだ。

（私たちってまだ曖昧な関係なんだよね……。私がいけないんだけど……）

　自分がはっきり出来ないことを申し訳なく思いながら、飲み干すと爽やかな飲み口に思わず笑みが溢れた。

「美味しい！」

「良かった」

　椿は久しぶりに飲む美味しいお酒に頬を染めつつ、宗像をそっと見つめた。

　このレストランに相応しい、ゆったりとした佇まいと落ち着いた印象の服を着ていて、年下だが安心して一緒に過ごせそうだと思える。

（宗像くんって安心感があるんだよね）

　椿がそんなことを思っていると、前菜とサラダが運ばれてきた。

　椿は嬉しくなって笑みをこぼすと、二人ですぐに食べ始める。

　綺麗に盛られており、思わず写真を撮りたくなるが、宗像を前にして少し恥ずかしくなって静かに食べ始める。

　サーモンのカルパッチョが綺麗に盛られていて、椿はそろそろ掬いながら口に運んだ。

　美味しくてすぐに食べ終わる。続いて鮮やかな鴨肉の彩りサラダへ手を伸ばす。

　心の中で歓声を上げつつ、静かに食べると宗像も品よく食べていく。

「美味しい。色々な野菜が盛られてて、見た目も綺麗」

「産地の農家から直接買い付けしてるそうです」

「凄い。体に良さそう」

「体にも良いですし、見た目も綺麗ですよね」

「一気に食べちゃった」

「幸せそうに食べてもらえると僕も嬉しいです」

　宗像も椿も目を合わせて微笑みあった。

　慌てて目を逸らすと、椿はドキドキ胸を高鳴らしてしまう。

（もう恋人ですって感じで、居心地よくなってきた……エッチなんてしたから……？）

　椿が悶々と考えていると、メインディシュの肉料理が運ばれてきて、肉厚なステーキが用意される。

　椿は目を輝かせると、宗像はそれに合うようなワインを頼んでくれる。

「食べましょうか？」

「こんなステーキ見たことない」

　クスクス笑われたが、椿は初めての体験にフォークとナイフをそろそろと使い、柔らかい肉を切り分けた。

　口の中で蕩けてしまうと、思わず声が漏れる。

「これがお肉？」

「焼き加減も絶妙ですね」

「お刺身のトロみたい」

「幸せそうで嬉しいです」

　宗像に言われて、椿はハッとした。

（お会計は。この贅を尽くした料理をまさか宗像くん一人に払わせるわけには！）

　そう思うと食べる手が止まりそうになる。

　しかし、宗像は構わないとばかりに頬張っている。

　椿は考えないようにと口に運ぶが、いくらのコース料理を食べているのかと気になり始めた。

（そもそも、ここ予約取れないのに。一体どうして……）

　椿が考えながら食べていると、宗像が頼んでいたワインが運ばれてくる。

　すぐにワインに口をつけると、椿は考えないようにしようと決めた。

（考えてたら楽しめなくなる。こんなところ二度と来れないだろうから）

　椿はナイフで切った肉を口に運ぶとまたため息を吐いた。

　食べ終えると、今度はデザートが運ばれてくる。

　綺麗に盛られたアイスとケーキで、花が散りばめられていた。

　すぐに食べてしまうと、椿は満足感でいっぱいになる。

「美味しかった。こんな料理食べたことない」

「そんなこと言われると、また連れてきたくなりますね」

「また、来れるの？」

「え……え〜と。そうですね。予約が取れたら」

「そんな簡単に予約取れたら、いつでも来たくなっちゃう」

　椿が言うと宗像は幸せそうに言った。

「いつでも連れてきたいですね」

「冗談でも嬉しい」

　椿は言うと、幸せのため息を漏らした。

　こんなに美味しい料理を食べられるとは思わず、宗像と会うのを避けようとしたことが恥ずかしくなる。

　だが同時に、こんなデートのようなことをしてしまうと、彼に曖昧な態度を取り続けるのも失礼な気がしてきた。

「じゃあ、外を散歩でもしましょうか」

　宗像が言うので、椿は立ち上がりバッグを下げた。

　先に彼が個室を出るので慌てて後を追う。

「あの、宗像くん、ここは私もお金払うから」

「いえ、僕が支払います」

「だって、まだ私たち同僚なだけだし、そういうの悪いから」

「僕が奢りたいだけです」

　そう言って、宗像はブラックカードを取り出した。

（えっ……なんでそんなカード持ってるの……？）

　そしてしれっとした顔で支払いを済ませると、椿はレジに映る金額に目を見開いた。

（割り勘しても高いっ）

　宗像はどこかの金持ちの息子かと考えていると、スッと手を引かれる。

「じゃあ、今度は散歩ですね」

「う、うん」

　椿は戸惑いつつも、表通りを歩き始めた。

　周りはカップルが多く、綺麗な店が多い。

　ぎこちなく手を繋ぐものの、宗像の温もりを感じるだけでも緊張してしまう。

「あ、この店入りませんか？」

「え。でも」

　椿は宗像に言われて目をやるが、高級バッグブランドの店で入るのを躊躇う。

　普段からそんな高いバッグを持っているわけでもなく、ネットで羨ましいと思いながら、ぼんやり眺めているような感じだ。

「欲しいものがあれば買いますから」

「そんなのダメだって」

「大したことじゃありません」

（大したことじゃないの!?）

　椿は驚きつつ、店を見てみたくなって店内に入る。

　すると、店員が会釈して出迎えてくれ、宗像は慣れたように店内を歩き回り始めた。

　その横をそろそろ歩く自分が恥ずかしく思えてくる。

（見るだけでもいいのかな……）

「これ、どうですか！」

「えっ！」

　いきなり言われて、椿は体を強張らせた。

　宗像はショルダーバッグを手に持っている。

　横には店員がぴたりと張り付いていて、どうやらすでに何か説明を受けたらしい。

　そんな物いらないとは言えず、宗像の方に足を向けた。

　すると、彼は嬉しそうに話してくる。

「新作だそうです！　今人気だから、早めに買った方がいいそうですよ」

「う、うん。でも……」

「今買わないとなくなっちゃいます！」

「そうかもしれないけど。そんなに買ってもらうと……」

「僕が買ってあげたいんです！」

「そ、そうかもしれないけど」

　椿が狼狽えていると、店員が言った。

「それでしたら、こちらはどうでしょうか？」

　そうして出されたのは、小ぶりのカードケースだ。

「こちらも新作でして、プレゼントで人気なんですよ」

「可愛い……」

　椿が思わず声を漏らすと、宗像が言った。

「じゃあ、これを。それからこのバッグも」

「バッグはいらない……から……そんなに色々と申し訳なくて」

「いつか欲しいって言ってもらえる時に、あげるんです」

「う、うん」

　椿はどうしたらいいのか分からなくなってしまいそうだった。

　店員は見せてきたカードケースをさっさと持って包みに行くと、別の店員が会計を済ます。

　もちろん、支払いは宗像のあのブラックカードだ。

（なんだか、値段も見ないで買い物をしてるみたい）

　椿は緊張していると、店員の話し声が聞こえてきた。

「ねえ、宗像さんっていつも一人で来店されてたわよね」

「嬉しそうね。彼女が出来たみたいね」

　椿は頬を染めた。

　しかし、首を傾げる。

（いつも一人で来店してた……。こんな高級店にいつも？）

　椿の勤める会社はブランドバッグを買い漁るほどの給料はもらっていない。

　ボーナスも歩合制で営業部はかなり貰っている人もいるらしいが、広報部に至っては出るだけ有難いと思って貰う程度だ。

　それが、なぜ彼だけ特別待遇のように羽振りがいいのだろう。

（宗像くんって謎が多いなあ。少なくとも、お金持ちであることに間違いはないだろうけど）

　椿は付き合ってみればそれも分かるんだろうと思いつつ、その勇気がまだ出ないでいた。

　宗像は嬉しそうに品物を受け取ると、椿に渡してくる。

「明日から使ってくれますか？」

「うん……」

「じゃあ、僕もお揃いのもの買おうかな」

「宗像くんって、おぼっちゃま？」

「……、あの、まあそこそこお金があるだけです」

「ふーん」

　椿は不思議に思いつつ、それ以上は踏み込んで聞くのは止めようと思った。

　宗像と店を出ると、その後も彼とブラブラ散歩を楽しみながら店を見て回って歩く。

　すぐに買ってくれそうな雰囲気になるが、断った。

　椿はそれよりも、宗像といると心地よくなっていて、甘えてしまいそうで仕方ない。

　手をずっと繋いでいることだって、嫌だと思うより、心地良さが勝っている。

　時々肩が触れたり顔が近づいたりすると、どきりとしたが、嬉しくなっていた。

（幸せってこういう時間を言うのかな）

　宗像はその後も水族館に連れて行ってくれたり、カフェでのんびり過ごしたりと、飽きない時間を過ごしてデートそのものだった。

　日も暮れてきて、宗像が腕時計を見始めた。

「そろそろ帰りますか？」

「え？」

「遅くなるといけないので」

「まだ……早くない？　夜も一緒にいれるのかと思った」

　思わず本音が出てしまうと、宗像が嬉しそうに目を細めた。

「そんなこと言われると、家に帰したくなくなります。これでも手が先に出たこと反省してるんです」

「別に……それは……私だって……好きだったからで」

　椿が言うと、宗像は目を輝かせた。

「え？　僕のこと好きなんですか？」

「好きかもしれない程度で……」

　椿が言葉を濁すと、宗像はクスクスと笑う。

「じゃあ、今日はちゃんと家に送り届けます」

「それはいや……」

　椿は思わず言っていた。

　宗像は苦笑する。

「駄々っ子みたいですよ？」

「私のこと試したでしょ？」

「だって、そうでもしないと赤岩先輩は素直にならないから」

「素直に一緒にいたいって言ったからね」

「でも、僕も焦らしてみたかったんです」

「宗像くん……、酷い」

「そうですね。赤岩先輩の本心が聞けるなら酷いこともしたくなります」

　宗像は爽やかな笑顔で言うので、椿は胸が鳴り止まなくなる。

　椿の方がいつも振り回されて、宗像の手のひらの上だ。

　宗像はすぐにタクシーを止めると、シティホテルに向かうように言ってしまう。

　もう後戻りは出来ないと椿は胸が早鐘を打ち始めた。

「僕のこと本当に好きですね？」

「うん。こんなに尽くしてくれる人、他にいないもの」

「僕も生まれて初めて、こんなにプレゼントしましたよ」

「え？　普段はしないの？」

「そうですね。ここまで色々は。お金持ってることバレるのも嫌ですし。それ目当てにされそうだし。でもそうでもしないと先輩は振り向いてくれそうになかったから。頑固ですね」

　椿はきょとんとしてしまう。

　今日一日の豪華なデートは本当に特別なものだったのだ。

　そう思うと、余計に緊張してしまう。

　彼からは与えてもらうばかりで、こんなに豪華なプレゼントはできそうにない。

　それに、椿はやっと返事をしたばかりだ。

「あ、着きました」

　チェックインを済ませてエレベーターに乗り込み、最上階を目指した。

（しかも、まるで用意していたようにスイートルーム）

　椿は至れり尽くせりなデートにため息しか出なくなりそうだった。

　エレベーターが止まり部屋に入ると、後ろからぎゅっと抱きしめられる。

「宗像くん……」

「もう付き合ってるってことでいいですよね？」

「うん」

「先輩は僕のこと本当に好きですよね？」

「好き……だから」

　頬を染めながら言うと、すぐに顎を掬われてキスされてしまう。

「んっ……んっ……」

　いきなりで驚いていると、宗像はそのままワンピースのファスナーを下ろしてしまう。

　驚いているものの、唇が塞がれていて声が出ない。

　すぐに下着姿にされてしまうと、ブラがすぐに外される。

「恥ずかし……から……」

　なんとか声を出すが、宗像は手を止めてくれようとはしない。

　そのままベッドに押し倒されて、覆い被さってくる。

　丁寧に口内を舐め回されつつ、膨らみをやわやわと揉まれていると、すぐに先端が立ち上がる。

「んっんっ！」

「先輩、もう反応してます」

「だって……」

　甘い吐息を吐きながら、椿は頭を蕩けさせていく。

　宗像と気持ちが通じていると思うと、前回と違って少し気恥ずかしい思いもあった。

　同時に、心が満たされていて宗像を欲してしまう。

　丁寧に胸を揉まれていると、先端がフニフニと押し潰される。

「あっああっ！」

「ここ、敏感ですよね？」

「やっあっ！」

「赤岩先輩のこと、もっと知りたいです」

　そう言って、宗像はたわわな胸にしゃぶりついてきた。

「ふあっ！」

「柔らか……こうしてていいですよね？」

「は、恥ずかしい……から……。顔、動かさないで」

「それって動かして欲しいってことですか？」

「ちがっ」

　椿は悶えると、宗像が楽しそうに胸の中に顔を埋めて、吸い付いてくる。

「ひあっあっあっ！」

「なんだか美味しいもの見つけたみたいです」

「そんな……こと……言わないで……恥ずかし過ぎる」

「だって先輩、めちゃくちゃ嬉しそうですけど？」

　言われて椿は自分がどんな顔をしているのか恥ずかしく思えてきた。

　慌てて顔を覆うと、すぐに手で払われた。

「見せてください」

「だって……」

「赤岩先輩のいやらしい表情……。僕しか知らない顔が見たいです」

　言われて、椿は頬を赤らめた。

　こんなに求められることは初めてだ。

　以前抱かれた時もだが、宗像の想いは大学時代に酷い目に遭わされた吉崎と違い、一途なのだ。

　もしも椿に振られたら……、そんなことなど考えず、自分の方を振り向いてくれると信じて疑わない。

　そんな熱にほだされて、椿は長年のトラウマでもある恋愛を彼にだけは融解させてしまったのだ。　

　椿は恥ずかしいと思いつつ、宗像ならどんなことをされても許してしまいそうだった。

　そんなことを思っていると、彼は指先で丁寧に先端を押しつぶしたり突いたりして弄んでくる。

「あっあっあっ！」

「可愛い声。頭に焼き付きます」

「そんな……こと……」

「ありますよ。赤岩先輩の声、頭から離れないから、今日は誘ったんです」

　言われて、椿は思わず声を我慢する。

　すると先端をグニグニ捏ねられて、反対側の膨らみに吸い付かれた。

「んあっ！」

「声我慢したお仕置きです」

「だって……恥ずかし……」

「僕の前でそんなことしないでください」

　椿は頬を赤らめると、宗像のことが愛おしくてたまらなくなっていた。

　こんなに人を好きになれたことはあるだろうか。

（私、どんどん宗像くんのこと好きになってる……）

　椿は体を求められて、余計に彼のことが好きになっていると実感した。

　あの時、すんなり家に帰されていたらきっとモヤモヤと色々なことを考えたかもしれない。

　もはやどっぷり宗像のことを好きになっていることを自覚しないといけないようだ。

　椿が考えていると、宗像はするすると指先を滑らせて腹の辺りを撫でると、下着越しに秘丘を撫でてくる。

「あっ！」

「もう下着越しでも分かるほど濡れてる。欲しいんじゃないですか？」

「……恥ずかしいから……言えないっ」

「言わせてみたいです」

　宗像は楽しげに言うと、下着をするりと脱がしてしまう。

　そして、蜜芽を見つけて刺激してくる。

「ああああっ！」

「赤岩先輩の一番弱い部分です」

「ヤァ……あっああっ！」

「もっと刺激したいです」

　言うなり、反対の指先が蜜壺に挿入される。

「ああああっ！」

（変になっちゃう！）

　椿は体を退け反らせて悦んだ。

　こんな快感を味わったことがないと、体をくねらせる。

　宗像も椿を快感に誘うためなら手段は選ばないと、指の抜き差しを始めた。

「あっあああっ！」

　グチュグチュと卑猥な音をたてて掻き混ぜられて、内壁を擦り上げられた。

　快感が一気に腹の奥から湧き上がり、何も考えられなくなりそうになる。

　なんとか堪えているものの、蜜芽を押し潰されたりするので絶え間なく悦楽の時間は続く。

「やっああっ！」

「蜜がとろとろです。どうして欲しいですか？」

　宗像の言葉に椿はイヤイヤと首を振った。

　最近ようやく処女を喪失したばかりでセックスに慣れていないのだ。

　自分からねだるほど勇気がない。

　その間にも、宗像の指先が弱い部分を刺激し続け、椿は頭の中が快感に支配されていく。

「あああああっ！」

「我慢しちゃうと……イカせちゃいます」

「やっ！　やぁっ！　だめっだめっ」

「赤岩先輩の頑固なところ、僕は分かっててお願いしてるんです」

　宗像は楽しげだ。

　どうやらイカせる目的を達するでもヨシ、繋がることが出来るでもヨシ、なようだ。

（ずるい……宗像くんのバカっ）

　椿は頭の中で言うものの、もはや声にならないほどの快感が身体中を支配している。

「あっああっ！　宗像くんっ！　宗像くんっ！」

「イキそうですね？」

「やああっ！」

　恥ずかしさでいっぱいになっていると、さらに指が増やされてめちゃくちゃに掻き混ぜられる。

「ああああああっ！」

　椿は頭の中を真っ白にさせて果ててしまった。

　がっくりとベッドに身を委ねると、宗像は蜜をぺろりと舐めた。

「じゃあ、先輩、今度は僕と一つになる番です」

「宗像くん……」

　とろんとした目で見つめると、彼はすぐに裸になって男根を見せつけてくる。

　そして蜜口にあてがうと、ゆっくりと挿入してきた。

「あっああっ！」

　熱が侵入してきて、椿は体が震えた。

「まだ少しキツイですね。無理してませんか？」

「このままして？　もっと宗像くんを感じてたい」

　椿は恥ずかしい言葉をスラスラ言ってしまうと、宗像は嬉しそうに口元を緩ませる。

「じゃあ、今晩はたっぷり楽しみますね」

「うん、いっぱいして欲しいの」

「素直な先輩見てると、明日は会社休みたくなりますね」　

　宗像の目が欲望を持つように椿を見てくる。

　そんな目で見られて、余計に椿は体が火照り出してしまう。

　腰をゆっくり使われ、内壁を擦られると、椿はシーツを引いて快感から逃げようとした。

「あっああっ！」

　椿はたわわな胸を揺らしながら、宗像との交わりに悦楽を覚えていた。

　体を揺さぶられて、最奥に熱が到達すると一気に突き上げが始まる。

「ああああっ！」

「奥まで届いてますね」

「いっぱい当たって……はぁ……あっああっ！」

「こんなに深いところで赤岩先輩と一つになれると思うと、止められないです」

　ズンズンと突き上げられて、椿は息が出来ないほどになる。

　はあはあと息を乱していると、体位を変えられて、宗像が寝転がる上に跨る格好になった。

「赤岩先輩のエロい顔が丸見えです」

「そ、そんなに見ないで……」

「眺めが最高です」

　体の重みで最奥までたっぷりと到達していて、挿入されただけでもイキそうな体勢なのに、宗像から見つめられるなんて反則だ。

　椿は顔を赤らめながら恥ずかしそうにした。

　すると、宗像が下から強引に突き上げてくる。

「ひあっ！」

「赤岩先輩、自分で腰振ってください」

「こ、こう？」

　椿はなんとなく腰を振ってみる。　

　しかし、先ほどの宗像の突き上げに比べると物足りない感じだ。

「もっとエロい感じで」

「どんな……感じ？」

「自分の弱いところ、自分でいじめる感じです」

　言われて、椿はそろそろ腰を動かし始める。

「んっんんっ！」

　宗像に言われた通り、感じるところに熱を当てていく。

「あっあああっ！」

「上手です、赤岩先輩。感じまくってるでしょ？」

「ちがっ！」

「今は僕に言い訳したって無駄なのわかりますからね？」

　言うなり、ズンズンと下から突き上げてくる。

「ふああっ！　ふあああっ！」

「すっごい締まりますっ」

「やああっ！」

　たわわな胸をゆさゆさと揺らしながら、椿は頭の中をとろとろに蕩かせていく。

　蜜が溢れ出て下肢を汚すほどになると、次第に椿も正気ではいられなくなってきた。

　自らの胸を揉んで、宗像にアピールしてしまう。

（私、どんどんエッチになってく……）

　恥ずかしいと思いつつ、宗像と一つに蕩けてしまいたくて、自らも積極的になってしまう。

「赤岩先輩……僕も手伝います」

「え？」

　言うなり、胸を揉んでいる椿の手の上から宗像の手が覆いかぶさる。

「恥ずかしい」

「僕と二人でしてるみたいでしょ？」

「う、うん。そうなんだけど……」

　照れている間に、宗像が強引に胸を揉んできて椿は息を荒げた。

「あああっ！　ああああっ！」

「赤岩先輩……可愛い……」

　宗像が自分を見てたっぷり欲情しているというのに、椿も止められずにいた。

　もはや二人の気持ちはたっぷりと蕩け合っている状況だ。

　たわわな胸を二人の手によって揉まれつつ、最奥をズンズンと突き上げられ、椿は次第に何も考えられなくなってきた。

「あっああっ！　イクッ……またぁ！」

「僕も……もう限界です」

　宗像の熱が膨張して、腰の抜き差しが速くなる。

　椿も自ら激しく腰を振って宗像に応じた。

　もはや何も考えられなくなって互いに一つになっているような状況になっていると錯覚しそうなほどだ。

「ああああっ！」

「くっ！」

　互いに絶頂を迎え、宗像の熱がたっぷりと体内に放たれる。

「あっあっ！」

　熱を飲み込み、椿はがっくりと宗像の胸に倒れ込んだ。

　宗像に抱きしめられると、椿は息を切らせて言った。

「大好き」

「僕も好きです」

　頭の中がどうにかなりそうだと思いつつ、まだ足りないと椿は自ら宗像にキスをせがむ。

「甘えん坊ですね、赤岩先輩」

　そう言って、宗像は椿を抱き起こして抱えると、風呂場に連れて行く。

「外がよく見えるので、風呂場で楽しみましょうか」

「うん、そうしよう？」

　椿は自分が甘えきっていることに驚きつつ、もはや止められそうになかった。

　浴室に向かうと、以前のように戯れるように体を洗うでもなく、浴室に湯を張りながら、セックスが始まる。

　互いの吐息と甘い声が浴室に響き渡り、椿は心の奥底から宗像のことを愛していると実感した日だった。
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「あっああああっ！」

　椿の卑猥な声が森の中に響いていた。

　二人が付き合って濃密な関係になるにはすぐだった。

　この数日は二人きりでリゾートホテルに泊まりにきている。

　もちろん、外に遊びに出ることもしたが、一日中抱き合っている日もあり、毎夜抱き合っている状況だ。

　今も、夜景を見ながら森の中でセックスをしている。

　本来なら星の観察が目的なのだが、人目がないことを確認して星空観察そっちのけで野外プレイを楽しんでいるのだ。

　椿も初めてなので最初は戸惑ったが、始まると止められなかった。

　外なので肌寒いが、余計に宗像との熱を感じてしまう。

「宗像くっ……誰か……来たら……っ」

「来ませんよ。木の陰ですし」

「でもっ……あっああっ！」

　木に手をついて、椿はスカートを捲られ下着を下ろし、たっぷりと後ろから抜き差しをされている。　

　上半身も半裸状態で、ブラウスが脱がされて、たわわな胸があらわになっていた。
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（宗像くんの性欲、本当にすご……）

　フニフニと揉まれて、椿はまた甘い声をあげる。

「あっああっ！」

　グチュグチュと蜜が溢れ出して、淫靡な音がする。

　しかしこの状況を楽しんでいるのは、椿も同じだ。

　先端を捏ねられながら、熱の抜き差しが始まる。

「あっああああっ！」

「赤岩先輩、こんなに感じまくって、外が好きですか？」

「だって、こんなこと考えたこともないから」

「じゃあ、時々しましょうか？」

「……それは」

「したいんですね？」

　椿はすぐに宗像の掌で転がされるように、胸の内に秘めたことを暴かれてしまう。

　こんな恥ずかしいことを口に出来るわけがない。

　風が吹くと、露出した肌を薙いでいき、あらわになった秘丘が蜜で濡れて恥ずかしさが増してくる。

「宗像くんの、もっと奥までちょうだい？」

「赤岩先輩、そんなこと言うんですね？」

「だって……」

　椿は甘いおねだりをしてみせた。

　こんな恥ずかしい状況を長く続けられたらどうにかなりそうだ。

（恥ずかしいのと気持ちいいのが混じって、幸せを噛み締めるどころじゃなくなりそう）

　椿はそんなことを思いつつ、宗像はズンズンと突き上げてきた。

「ああああっ！」

　隘路がキュッと締まり、宗像の熱を思い切り咥え始める。

　抜き差しが速くなって、彼もせわしなく息を切らせ始めた。

「あっああっ！　イクッ！」

「くっ！」

　その刹那、熱が爆ぜてたっぷりと熱が注がれる。

「あっあああっ！」

　ガクガクと震えて受け止めると、椿は頭の中を蕩けさせてぼんやりしてしまう。

　宗像は後ろから椿を抱きしめ息を整えているようだった。

　恥ずかしさも終わりだと思った時だ。

「シャワーないから、舐めますね」

「え？」

　椿が驚きで放心状態でいると、木に背を向けて向き合う格好にさせられる。

　そして、宗像はすぐにしゃがみこむと、蜜でたっぷり汚れた秘丘をぺろぺろ舐め始めるのだ。

「あっあっ！　やぁっ」

「すぐに終わります」

　何度も弱い部分を刺激され、椿はまた果てそうになる。

　体を震わせ、懸命にイクのを堪えているが、足がガクガク震えてきて止められそうにない。

　宗像の舌先が蜜壺に侵入して、丁寧に舐めてくる。

「ふああっああっ！」

「蜜、また出始めましたね？」

「それは、宗像くんがっ」

「止まらないと、帰れないですよ？」

「だめっ。人が来ちゃうっ」

　宗像の悪戯に、椿は宗像の頭を叩いて悶えた。

「それ以上したら……またぁ！」

「大人しくしてください。赤岩先輩」

　そう言って、音を立てて蜜をちゅうちゅう吸われてしまうと、椿は果てたばかりでまた果ててしまう。

「ああああっ！」

　ぐったりしてしまうと、宗像は口を拭い、椿の身なりを整えてくれる。

「綺麗になりましたよ？　赤岩先輩」

　そう言いながら、宗像も手早く服を着てしまう。

　椿は恥ずかしさで赤面していると、宗像のスマホが鳴った。

　こんな時に、と思いつつ宗像の暴走を止めてくれるなら少しは助かると椿は心の中でホッとしてしまう。

　しかし宗像は真剣で浮かない表情で電話をしていた。

（仕事の話？　でも、今日は有給だから電話は来ないはず）

　椿は不思議に思いつつ、駆け寄ってくる宗像を見つめた。

「実は見合いの話が出てまして」

「お見合い？　そんな話があるの？」

「でも、僕には大好きな人と付き合っているからと断ってるんです。でも、なかなか引いてくれなくて、こうして何度も電話を掛けてくるようになっていて」

「そう……」

（お見合い……。宗像くんの相手ってどんな人なんだろう。私を選んでくれてるけど）

　一瞬不安が胸によぎるが、彼の笑顔によって吹き飛んだ。

　それにここまで愛されているのだ。

　今さら、お見合い相手と結婚するなどと言い出すとは思えない。

「僕ももっと真剣に断りますので、心配しないでくださいね」

　宗像が言うので椿は静かに頷いた。

　しかし、胸の奥底で胸騒ぎがし始める。

（大丈夫、だよね……）

「それより、もっと大事な話をしないといけません」

　宗像が静かに言うので、椿はきょとんとした顔で彼を見つめることしか出来なかった。









第三話　宗像の秘密








「今まで黙っていたことがあるんです」

　宗像と車に乗り込み、椿は胸をバクバク鳴らしながら俯いた。

　一体なんの話だか想像も出来ない。

「僕は『ロイエ』の次期社長でして、来季から社長業を任されることになっています。その為に、今、お忍びで社員の様子を見たり、父の仕事ぶりを知ろうとしたり、部署の様子を調べたりしているところなんです」

「嘘、だよね？」

　椿は頭がくらくらしてきた。

　先ほどまで森の中で卑猥なセックスを楽しんでいた人が、自社の次期社長なんて言われて、平然としていられるわけがない。

　それでなくても、彼と付き合いだしてからは箍が外れたように愛し合ってばかりなのだ。

　自分の恥ずかしいところも見せてきたが、彼の貪欲な部分だって知ってしまった。

　互いに隠すところがない部分まで見せ合い、心の内だって曝け出している。

（どうしよう……）

　椿は黙り込んだ。

　遊びじゃないと言われてきたが、今さら彼が自分のことを遊びだと捨ててもおかしくないんじゃないかと思えてくる。

　それでなくとも、彼には見合い話が来ている状況でもあるのだ。

（私なんかと付き合ってる場合じゃないじゃない）

「聞いてますか？　赤岩先輩」

「ごめんっ。いきなりのことで、整理がつかなくて」

「すみません。本当だったら穏便に社内のことを知り、そして父の仕事の様子を探って、去って行くはずでした。でも、赤岩先輩が現れて、近づきたいと思うようになったんです」

「でも、お見合いは……。私なんか相手にしてる場合じゃ……」

「父の意向では、社長として相応しい女性を選べと言われて、見合いを勧められています。でも、僕はもう先輩以外の人と結婚なんて考えられません。仕事も真面目だし、父も許してくれると思うんです」

「でも……」

　椿は狼狽えた。

　自社の社長の息子だ。

　何事も秘密主義だった社長な為、同い年くらいの息子がいることも分からなかった。

　そして、知らなかったとはいえ、社長の意向に背くように愛を育み、見合い話を妨害しようとしている。

（どうしよう。私より相応しい人を選んでいる間に、私と宗像くんは……）

　椿の顔が青ざめていくと、宗像がそっと抱きしめてくる。

「僕の意見を汲んでくれるはずです。だって赤岩先輩を選んだのは僕ですし。好きでもない人と結婚して、会社の繁栄が成せるとは思えません」

「そうかもしれないけど」

「信じてください。説得します」

「うん」

　椿は明かされた事実に打ちのめされるように肩を落とした。

　たとえ社長がオーケーしたとしても、社員はどうだろう？

　役員たち、株主たちは？

　正直なところ、偶然知り合ってしまった椿のことをどう説明するつもりだろうかと不安でもある。

　その日は森で過激なセックスをしたにも関わらず、椿は宗像から明かされた事実の方が衝撃的で何も考えられなくなり、自宅に送られると疲れて風呂にも入らず眠ってしまった。

　翌朝、シャワーを浴びて着替えを済ませ出社すると、椿は宗像がいないかキョロキョロしてしまう。

（まだいない。私しか知らない秘密だから、気を使うなぁ）

　椿がため息を吐いて席に座った時だ。

「赤岩先輩。おはようございます」

　突然宗像から声を掛けられて、椿は悲鳴をあげそうになる。

「お、おはよう。もういたのね？」

「はい、先ほど先輩の後から来ました」

（こういうところも含めて、未来の社長なのよね？　本当に社長なのよね……？）

　椿はまだ信じられない思いもありつつ、嘘をつかれているわけじゃないと思った。

　宗像の性格で、わざわざあんな大袈裟な嘘をつく意味がない。

「赤岩先輩、これどうぞ」

「ありがとう」

　宗像からコーヒーを手渡されると、スッと指が触れ合う。

　慌てて手を引っ込めると、宗像がクスッと微笑む。

「そんなことくらいで恥ずかしがることないじゃないですか」

「う、うん」

（そうじゃなくて、未来の社長からのコーヒーの差し入れかと思うと変に意識しちゃうのっ！　それに、このこと知ってるの私だけだし！）

　いつもだって社内恋愛を秘密にしたいのに、平然と近づいてきていた宗像だ。

　あれくらいのことで椿が動じるなんて思ってもないのだろう。

　椿は平然と振る舞いつつ、内心はドキドキしてどうしたらいいのかと頭を巡らせてしまう。

　宗像はにこやかに椿に笑みを向けてくるので、ふいっと顔を逸らした。

「仕事よ、宗像くん」

「はい……」

「吉崎さんに言って、仕事教えてもらったらどう？」

「赤岩先輩？」

「私今忙しいから、手が離せなくて。吉崎さんなら教えてくれると思うから」

　椿は冷たいかと思ったが、宗像と今までのような気楽な会話が出来そうになかった。

　仕事の時だけでも別の人を頼って欲しいと思ってしまう。

　宗像は渋々という顔を見せてから、吉崎の元へ向かい仕事を教えてもらい始めた。

　ほっとため息を吐くと、隣にいた同僚に言われた。

「え〜喧嘩？　いつも仲良しなのに。特に宗像くんが戯れてきてて」

「うん。でも、私以外でも仕事教えられる人がいるでしょ？」

「確かにそうだけど、宗像くん寂しそうな顔してたよ？　二人って付き合ってるんでしょ？」

　言われて椿は首を振った。

「違う違うっ。同僚。ただの仕事仲間だからっ」

「そんなに否定していいの？　宗像くん、さっきからこっち見て泣きそうな顔してるけど」

　言われて振り向くと、確かに宗像が泣きそうな顔をしている。

（そんな顔されたって、どうしたらいいの？　社長の息子と付き合うって重荷でしかない。いくら宗像くんを好きでも、反対されたらと思うと……）

　椿は以前手ひどく振られているので、恋の失敗が極端に憶病になっていた。

　最初からダメかもしれないと思う恋に真正面から向き合う勇気はない。

　しかし、宗像とは付き合い始めていたし、嫌いでもない。

　頭の中の整理が全くつかないから、せめて少しだけ距離を取って欲しいのだ。

（私の勝手だとは思うけど……。でも、もしもお見合い相手を優先させられたら……）

「ぼんやりしてどうしたの？」

「ううん、なんでもない」

　椿は仕事を再開すると、別の社員がどさっと資料を渡してきた。

「ごめん、これ宗像に教えてやってくれるかな」

「な、なんで私が」

「いつも一緒にいるし、仕事教えたりしてるだろ？」

「は、はい……」

「宗像も赤岩のこと慕ってるし、しっかり教えてやってくれ」

　平然と宗像と連呼する同僚に、椿は冷や汗を掻きそうになる。

　恐らく宗像という苗字は本名で、現社長と同じ苗字だった。

　迂闊といえば迂闊だが、みんな何も知らないから平然と宗像のことを小突いたりしているし、注意するときは厳しくしていた。

　宗像は優秀でミスも少ないものの、社長の息子だと知ったらみんな対応だって変わったはずだ。

　特に彼に仕事を教える時は丁寧に優しく教えているだろう。

（私、厳しく教えてた）

　椿は頭を抱えつつ、資料を抱えて宗像の元に向かった。

　吉崎からアポの取り方や先方の連絡先を教わりながら仕事をしている。

　椿はそろそろと近寄り、宗像に声をかけた。

「宗像くん。忙しいところ悪いんだけど、こっちの資料を元に広報誌を作って欲しいの」

「先輩と一緒にですか？」

「そう。これから、一人でも広報の仕事を任せられるようにってことだと思うから……」

　椿は言っていて虚しくなりそうだった。

　彼の仕事は今後社長業に専念するのだ。

　社員の仕事を見て回っているだけだと言っていたし、一人前に育てても意味がない。

「赤岩先輩、ちゃんと教えて欲しいので会議室でどうですか？」

「うん、いいけど」

　椿はドキドキしながら頷くと、宗像は吉崎に頭を下げて椿より先に会議室に向かう。

「先輩、僕先に行って鍵開けておきますね！」

「うん、分かった」

　椿はこんな時に二人きりかと肩を落とす。

　とぼとぼ歩いて会議室に入ると、宗像が突然抱きしめてきた。

「きゃっ」

「やっと捕まえました」

「なっ！　だめっ！　こんなところでっ」

「いえ、僕が社長の息子だって知った途端に冷たくなったから、今日はずっと落ち込んでます」

　椿は悪かったと思いつつ、そんな簡単に割り切れるものでもないと宗像を払いのける。

「仕事中だから、宗像くん」

「やっぱり、僕が社長の息子だと何か不都合があるんですね？」

「別に……」

「じゃあ、そんなに冷たくしなくてもいいじゃないですか」

「でも、仕事中に抜け出してこんなことっ」

　言うなり、宗像は会議室の鍵をかちゃりと掛けてしまう。

「今日は会議もないし、二人で仕事してると思われてます」

「宗像くん？」

「僕のこと、ちゃんと見てくれる人だと思ったのに、どうして逃げるんですか？」

「だって、不釣り合いじゃない」

「僕はそんなこと一度も思わなかったです」

　そうしてまた抱きしめられてしまうと、椿は流されそうになる。

　温もりを感じて彼にそのまま続きが欲しいとねだってしまいたい。

　けれど、そんなことをしたらどうなるか分からない。

（宗像くんは、寂しくてこんなことしてるかもしれないけど。私はただの社員だもの）

　椿はまたそっと押し返そうとすると、ぎゅっと抱きしめられた。

「だめです。今日はこのまま最後までしますから」

「え？」

「こんな状況でお別れなんて言われたら、僕は許せないですからね」

「そ、そんなつもりは、ないからっ」

「でも、赤岩先輩が冷たいまま社内調査を終えたくないです」

　そう言われるなり、椿は窓辺に立たされた。

　外を見れば、近隣のオフィスビルがよく見えて、こちらが丸見えな状況だ。

「だ、だめっ。こんなところ！」

「だったら、早く僕を満足させてみてください」

「宗像くん……？」

「欲しがりな本性を僕の前では見せてください」

　椿は胸を高鳴らした。

「早く、終わらせた方がいいってこと？」

「先輩が終わりたくないって言うかもしれませんけど」

（今日はなんだか意地悪）

　椿はそんな気がしたが、宗像が離れてくれる様子もないので自らブラウスのボタンを外していく。

　すると、宗像は待っていたとばかりにうなじにキスを落とし始めた。

「あっ！」

「痕、つけていいですよね？」

「だめ、こんな時にっ」

「でも、先輩が他の男のモノになるのは嫌ですから」

　そう言われるなり、すぐに首筋に軽い痛みが走る。

「ンンッ」

「動かないでください。他にもつけたいんです」

（いつもと違う……。少し冷めた態度取っただけで）

　椿は戸惑っていると、ブラウスを脱がされて背中にまた痕を付けられる。

　椿は甘い声をあげると、体を震わせた。

　宗像はそのまま後ろから胸を揉みしだいてくる。

「あっ！」

「窓に手をついててください」

「でもっ」

「みんな仕事中のはずなので、窓から見られることもほぼないと思います。ドアの鍵も掛けたし、不自然なところは何もありません」

　椿は宗像の甘い誘惑に惹かれてしまいそうになると、そのまま後ろから口付けられる。

「ンンッ……ふあぁ……」

「舌、もっと出してください」

「う、う……ん」

　思い切り舌を突き出すと、宗像も舌を絡ませてくる。

　卑猥な音を立てながら唾液を混ぜるようなキスをされて、椿は意識が朦朧としてきた。

　会議室はよく使うし、こんなことの為に使用するなんて想像もしたことがない。

「あっあっ」

「欲しくなってきてませんか？」

「ちが……」

「確かめてみますね？」

　そう言われ、スカートを捲られて下着越しに秘丘を撫でられる。

「ひああっ！」

「もうたっぷり濡れてます。少し触れているだけなのに」

「だ、だって……。最近外でしたばかりだし。こんなことの連続で」

「体が欲しがってしまってるんですね？」

　椿は恥ずかしくなってきて、何も返事をしなかった。

　いつもなら甘く答えたが、素直に言えそうもない。

　すると、宗像がそれに気がついて後ろから胸を鷲掴みにして揉んでくる。

「ひあっ！　あっあっ！」

「ブラ……邪魔ですね」

　プチッと外されてしまうと、たわわな胸が露わになる。

　そして直接膨らみを揉まれると、ガラスに映る自分の卑猥な表情が恥ずかしくなってきた。

（こんないやらしい顔してたら、勘違いされる）

　椿はそんなことを考えながら宗像に翻弄されてしまう。

　フニフニと胸を揉まれながら、先端を弄られてあられもない声が上がる。

「あっあああっ！」

「少し声を抑えてください。隣にはみんながいるんですから」

「で、でもっ……我慢できなっ」

「そんなに僕のことを？」

　椿は潤んだ目で見つめた。

　会議室でこんなことをするのは、椿が避けたりしたからだろう。

　彼にとっては、出会った頃から椿は大事な人であり、好きな人だと言われていた。

　それなのに、社長の息子だと分かった途端に逃げてしまうなんて自分でも悪いことをしていると思う。

　けれど、今まで恋で散々な目に遭っていただけに、素直になれなくなっていた。

（私、宗像くんのことが好きなのに……）

　じわじわと蜜が溢れ出して、腹の奥が疼いてたまらない。

　宗像はすぐに気がついて、下着越しに何度も蜜芽を弄り回してくる。

「ふあっ……あっ！」

「このままイキそうですね？」

「ら、らめっ……こんなところでっ」

　椿がイヤイヤと首を振ると、下着を脱がされて指を思い切り抜き差しされる。

「あっああっ！」

　グチュグチュと卑猥な音が会議室に響き、勝手に腰が揺れてしまう。

　内壁を擦り上げられて、敏感なところばかり刺激されると、今にも果てそうで必死に堪えるしかない。

「ンンあッ！」

「我慢しないでください。赤岩先輩……。もうイキたくてたまらない顔です」

「だ、だめ……宗像くっ」

「じゃあ、これならどうです？」

　椿は何かと思っていると、秘丘に宗像の熱の塊が当てられた。

　しかし挿入されるわけではなく、そのまま腰を動かされて素股状態にされる。

「あっああっ！」

「弱い部分に当てています。胸もしっかり刺激しないとダメですね」

　言うなり、後ろからメチャクチャに胸を揉まれてしまう。

「ふあああっ！」

　椿は熱の塊をたっぷりと蜜芽に押し当てられて、頭がくらくらしてしまい何も考えられなくなった。

　胸への刺激も強く、もはや限界だ。

「あああああっ！」

　思い切り果ててしまうと、ぐったりと窓に手をついて息を切らす。

　すると、宗像はそのまま蜜口にあてがった熱を挿入してしまった。

「あっ！」

「このまま終わるわけないですよね？」

「宗像くんのが……入ってきちゃ……」

「ダメですか？」

「……私で本当にいいの？」

「他に考えられないんです」

（こんなに欲情してる宗像くん初めてかも）

　椿はそんなことを思いつつ、熱がたっぷりと奥まで挿入されると体を震わせた。

　そのまま思い切り抜き差しが始まると、たわわな胸が揺れ始める。

「あっあああっ！」

「声。もう聞こえてるかも。赤岩先輩も本当はこういうの周りに聞かせたいですか？」

「違っ……。止められなくてっ」

「そんなにいいなら、ちゃんと最後までしましょうね」

　椿は頷くと、ズンズンと突き上げられる。

　宗像の熱が子宮を揺さぶるほど刺激が強くなると、椿は空気を求めて喘いだ。

「はぁはぁっ」

「赤岩先輩のナカ、狭くなってて感じまくってます」

「私……私……っ」

「今は何も言わないで、僕に抱かれてください」

　椿は宗像の熱に浮かされて、たっぷりと愛を呟きたくなっていた。

　先ほどまで他人行儀だったのに、やはり宗像がいないとダメみたいだ。

　ズンズンと最奥を突かれていると、次第に余裕がなくなり、隘路が狭くなっていく。

「あっあああっ！」

「そろそろ限界ですっ」

　その刹那、白濁がたっぷりと注がれる。

「ああああっ！」

「くっ」

　椿は思い切り果てると、窓にもたれた。

　後ろから宗像が抱きしめてくると、裸体を晒していることも気にならないほど安心感に包まれてしまう。

「赤岩先輩。僕のこと、急に避けてどうしてですか？」

「ごめんなさい」

　椿は息を乱しながら、振り向いた。

　宗像は椿が着ていた服を羽織らせると、椿は服をそろそろと着ていく。

　もっと素直になれていれば、宗像だってこんな強引なことはしなかったかもしれないのだ。

「私、恋愛にトラウマがあるの」

　椿が恐る恐る言うと宗像が静かに頷いた。

「やっぱり、そうなんですね」

「気がついてたの？」

「こんなにアピールしても逃げてくなんて、何かあるんじゃないかと思ってました。でも余計に振り向かせてみたくなってしまって」

「だからって会議室でエッチはダメだと思うけど……」

「すみません。でも、僕のこと欲しがってくれたのは嬉しいです」

「それは……。その……。ようやく素直になれそうだったから」

　椿は頬を染めて言った。

　宗像を前にすると素直になれる時の方が多い。

　大学時代に付き合っていた吉崎とは雲泥の差だ。

　そう思うと、自然と自分が受けた仕打ちを宗像に話したくなってくる。

　椿は着替えを済ますと、宗像に背を向けてそっと話し始めた。

「大学時代に、好きな人がいて真剣に付き合ってるつもりだった。だけど、その人は凄い美人と二股してて、私とその人を比べて遊んでいたの。私はいつも陰で笑われていて、本気になってしまう度に、その人から試されたりして」

「酷い奴ですね」

　宗像は静かに頷いてくれる。

　椿は話していると、宗像がいてくれるおかげか、その恋に大分気持ちの整理がついていることに気がついた。

「恋愛って追うと逃げてくって言うじゃない。私の場合もそんな感じで、必死になるほど、陰で笑われてたの。もう一人の女性と比較されてね。ある日、二股してるもう一人の女性と一緒にいるところを見て、自分より親密なことを知ったの。それでそれを追求したら、キレてきて。それでもう恋はやめようと思った」

「でも、吉崎さんのことかなり好きみたいでしたけど」

　椿は振り向いて笑みを見せる。

　今まで胸につかえていたものをようやく吐き出せた気分だ。

「会社の吉崎さん？　うん。ようやく気持ちの整理もついたから、少しくらい頑張ってみようかなと思ってて。女子みんなに冷たい態度取ってて、軽い人でもなさそうなイメージあったし」

「まあ、それもどうかと思いますけど。同僚なんですから」

「仕方ないよ。彼女のこと本気なんでしょ」

　椿が苦笑すると、宗像が言う。

「以前部屋に上がった時、先輩、吉崎さんのことで泣いて縋るから、本気で好きなんだと思ってました。僕はだから余計に振り向かせたくて」

「私が吉崎さんに泣いて縋る……。あっ、それは違うと思う」

「え？」

　椿は恥ずかしくなって俯いた。

　その頃は、まだ大学時代の吉崎のことが心に残っていた。

「大学時代に二股してた先輩の名前も吉崎って言うの。夢に出てきて、消えそうになるから慌てて追いかけてたと思う。あの夢鮮明だったからまだ覚えてる」

「じゃあ、会社の吉崎さんのことが好き過ぎて泣いたわけじゃなくて、大学時代の先輩を思い出して泣いたんですか？」

「うん、そう」

　椿が恥ずかしそうにすると、宗像がクスクスと笑っている。

「僕はてっきり、会社の吉崎さんのことが大好きなのかと思ってまして。かなりその後落ち込んだんですけどね。めげずにアピールして良かったです」

「めげずにどころか、衰えなかったじゃないっ」

「そうですか？」

　しれっと言うので、椿まで笑いそうになる。

　先ほどまで熱烈に抱き合っていた相手とは思えないほど心が温かくなるような会話に、椿は宗像に心も体も惹かれているのだと実感していく。

「じゃあ、僕たちはこれからも改めて正式にお付き合いをするということで」

　そう宗像が言った時だ。

　彼のスマホが鳴った。

　宗像はすぐに出て神妙な顔で話し込んでいた。

　電話を切ると、宗像が言った。

「一度でいいから見合いをしろと言われました」

「しゃ、社長に？」

「はい。父からです」

（うううう。私、社長に逆らってこんな付き合いをっ）

　椿は今にも逃げ出したい思いになったが、彼がいない人生などもはや考えられない。

「前にも言いましたが、僕はきちんと断ってきますので」

「大丈夫なの？」

「父も会社の為に必死なんです。僕に相手がいると分かればムキにならなくなるでしょう」

「そうだと良いけど」

　椿は不安になりつつ、肩を落とした。

　すると、椿のスマホも鳴り出した。

「誰からだろう」

　椿は仕事中に珍しいと思いながら、慌てて電話に出た。

　すると相手は母親だった。

「もしもし、椿？」

「今仕事中。後でかけ直すから」

「ちょっとだけよ。ねえ、お見合いしない？　彼氏いないんでしょ？」

「え？」

「凄く良い人紹介されてね。会うだけ会ってみて？　相手が椿に会いたがってて。お父さんの知り合いなのよ」

「そ、そうなの？」

　椿はどきりとした。

　父親の知り合いとなると、会わないわけにもいかなくなってくる。

　きちんと会って断ればいいだけだ。

「じゃあ、日にちをメッセージで送って」

「わかった。ねえ、この人本当に素敵だから結婚しちゃいなさい」

「それは自分で決めるから、じゃあね」

　椿は強引に電話を切ると、肩を落としてため息を吐いた。

「どうしたんですか？」

「こっちもお見合いの話きた」

「どうするんですか？」　

「ちゃんと断るけど、父親の知り合いだって言うから気を使いそう」

「そうですか……」

　宗像が顔色を曇らせる。

　椿もせっかく両思いになれたと思ったところで、互いに見合い相手を説き伏せないといけないのだから、困ってしまう。

「とにかく、会議室に長々いると怪しまれるから、仕事終わらせて席に戻ろうか」

「はい。赤岩先輩はちゃんと断ってくれますよね？」

「うん。宗像くんのこと好きだから」

　椿はそう言うと笑みを見せた。

　すると宗像が心配そうに抱き寄せてキスをしてくる。

「ダメですよ、その場の感情に流されたら」

「大丈夫……」

　椿は自分に言い聞かせる為にもはっきり言うと、二人で仕事を終えて会議室を出て行った。







　＊＊＊







「はじめまして。葵あおいたけると申します」

「赤岩椿です」

　柔らかい低音の声音と、逞しい体つき、そして整った顔立ちと、椿は思った以上の相手が見合いに現れたとドギマギしていた。

　宗像に釘を刺されるように何度もしっかり断れと言われ、週末の見合いの日を迎えた。しかし、椿の心はとある心配に悩まされていたのだ。

（宗像くんも相応しい相手とお見合い結婚して、私もお見合い結婚したら、もしかしたらその方がまとまる、なんてことにならないかな……）

　社長に逆らってまで宗像と付き合うのに怖気づいているのだ。

　もちろん、宗像が守ってくれるのは分かる。

　しかし、社長がどんな人か想像もできない以上、やはり恐れ慄いてしまう。

（今頃、宗像くんもお見合いか）

　同じ日にちに宗像も見合いをしており、椿は不思議な気分になっていた。

　宗像は躊躇なく断るんだろうか。

「椿さん。先ほどからぼんやりしていますが、お仕事忙しいですか？」

「は、はい」

「すみません。無理を言ってしまって。椿さんのご趣味はなんですか？」

「私は、本を読んだりすることでしょうか」

「俺も本が好きです。古本を探して巡り歩いたりもします」

「すごい。そんなに好きなんですか？」

「本の虫ってやつで、部屋は本だらけで。のんびりした時間が好きなんです。こんな体してますけど」

「てっきり運動が好きなのかと……」

「体が鈍るといけないので、筋トレをしたりもします。休みの日には、古書店巡りの途中でカフェに足を運んだりもしています。もし椿さんが好きなら美味しいコーヒーの店をご一緒したいですね」

「は、はい」

　椿は思わず頷いていた。

　初対面だが、柔らかい物腰にすぐに馴染んでいくのを感じてしまう。

　趣味が一緒なのも嬉しいなと感じた。

（こういう似たようなタイプの人と結婚したら、楽しい生活が待ってるのかも）

　椿が思っていると、葵が立ち上がる。

「少し、二人だけで散歩しますか？」

「は、はい」

　思わず言ってしまうと、椿は胸が痛んだ。

　本当なら、はっきりと断る予定だったのにそれが言えなくなってしまっている。

（散歩をしながら、断れば……。でも、この人は私に好きな人がいるって知らないんだよね）

　椿は胸が傷みだす。

　以前自分が二股されて手酷く振られたせいだろう。

　恋愛には誠実にありたいと思うがゆえに、なんとか出来ないかとズルズル相手のペースに流されてしまっていた。

　それに、葵も優しい男だと感じてしまい、思わず話を合わせてしまう。

　外の庭で散策していると、葵は恥ずかしそうに照れ笑いした。

「実は、女性とあまり話したことがなくて」

「え……？」

「今日はなんとか取り繕うことが出来ないかと、必死なんです」

「そう、なんですか」

　椿はまたズキズキ胸が痛んだ。

　宗像は待っているが、葵も必死にアプローチしてくれている。

　自分が葵の気持ちに応えてしまえば、それはそれで温かい家庭が築けるのかもしれない。

「家庭を持ったら、家族で旅行に沢山行きたいとか、家事は一緒にやりたいとか、色々考えてて」

「葵さんって真面目ですね」

「そういうのなんとかアピールしたら、椿さんが振り向いてくれるかと思って必死なだけです」

（本当に良い人。こういう人と結婚したらどういう生活が待ってるんだろう）

　椿がふわふわ考えていると、足をつまずかせて転びそうになる。

　すると葵がすぐに抱きとめてくれた。

　椿は胸がバクバク鳴ってしまい、耳朶を染めてしまう。

「すみません！」

「いえ、こちらこそすみません！」

　二人で謝っていると、すっと人影が現れた。

　誰かと思って見れば、宗像だ。

「宗像くん？」

　椿は不思議に思って口にすると、彼はツカツカと自分の方に来ていきなり抱きしめてくる。

「すみません。赤岩先輩は僕の彼女なんです」

　いきなりの言葉に、葵は目を点にしている。

「宗像くんっ。あの、私まだ……」

「こんなことになるんじゃないかと思って、場所を特定して来ました。僕の方の見合いはきっぱり断りましたから」

「ごめん……」

「いえ、想定内です。先輩は自分に自信がない様子だったし」

　宗像がぎゅっと力強く抱きしめてくるのを見て、葵は顔を逸らした。

「宗像くん、葵さんはきちんとした方で。私が断りきれなかっただけで」

「ええ、だからといって、僕の代わりにその人と結婚して良いわけありません」

「ご、ごめん」　

　椿がしゅんとすると、葵が言った。

「彼氏がいるなら、そう言って欲しかったです。僕も別の人をお願いするのに」

「すみませんっ」

　椿はなんとか宗像の手を払いのけて、葵に頭を下げる。

「じゃあ、俺は退散しますね」

「本当にすみませんっ」

　椿は何度も頭を下げると、宗像が言った。

「じゃあ、今度は先輩のご両親に挨拶です」

「えっ!?　だって今葵さんをあんな形で……」

「でも、僕という人がいると分かってもらえる良い機会でもあります」

「う、うん」

　椿は宗像のこんなところに惹かれていたのだと思い出す。

　用意周到というか、チャンスはどんなものでも逃さないというか。

　葵がさっさと退散して行くのを見て、代わりに宗像が見合いの部屋に入ることになる。

　事情を聞かされた葵家の人は頭を下げて出て行くと、椿の母親はムッとした表情を見せた。

「申し訳ありません」

　宗像が頭を下げると、椿も頭を下げた。

「お母さん、お父さん、彼は私の彼氏で。宗像くんって言います。……勤めている会社の社長の息子さんです」

　椿がすぐにそう言うと母親の顔がパッと明るくなる。

　父親は驚いて飲んでいたお茶でむせてしまった。

「申し遅れてすみません。先にこちらに挨拶に伺いたかったのですが、僕の方でも見合い話が出てしまい、遅れてしまいました。両親には椿さんのことは報告してあります」

　急に言われて、椿は驚いた。

　まだ時間をかけて説得するかと思いきや、宗像は見合いを断るだけでなく、両親にまで椿のことを報告してしまったらしい。

「僕が至らないばかりに、こんなことになってしまい申し訳ありません」

「もうやめてください。私が早とちりして、椿の見合い相手を選んだせいですから」

　母親が慌てて言うと、父親も静かに頷いている。

「こちらのことは気にしないで、二人でしっかり将来のことを考えてください」

　父親にも言われてしまうと、椿は急展開に目を瞬かせる。

「では、また正式に挨拶に伺います」

　そう言って、宗像は会釈すると部屋から出ていく。

　椿は手を引かれて、思わず言った。

「ごめん」

「もう謝らないでください。赤岩先輩はもう僕だけのものになりましたから」

　そう言いつつ、宗像はどこかムッとした表情を見せてくる。

　椿が一瞬でも葵に心を許したせいだろう。

（住む世界が違うとか、普通に趣味の合う人と結婚したらどうだろうとか、考えちゃったんだもん）

　椿が思っていると、宗像が乗り付けてきた車に押し込むように乗せられた。

　助手席に座ると椿はシートベルトをして、ため息を吐く。宗像もすぐに乗り込むとエンジンを掛けた。

「僕が来なかったら、断らないつもりだったんじゃないですか？」

「そんなことないっ」

「でも、良い雰囲気でしたよ？」

「だって、話も合うし……父親の知り合いならって」

「僕が社長の息子だってまだ気にしてるんですね？　そういうこと言われると、僕はもっと独占欲が湧きます」

　そう言うと車がするする走り始める。

　どこに向かうのかと思っていると、都心から離れて郊外に出た。

　そして建物がパラパラとまばらになって来たところで、ポツンと立つホテルを見つける。

　椿はハッとすると、慌てて顔を逸らした。

（どうしよう……）

　椿はモジモジと足を擦る。

　見合いに着てきた紺色のワンピースにヒールの姿にはあまり似つかわしくない場所だ。

　宗像だって綺麗に整ったスーツを着ている。

（こういう時の宗像くんって……激しいんだよね）

　椿は潤んだ目で見つめると、宗像が口元を緩めた。

「分かってるなら、楽しみましょうね」

「う、うん」

　車はすぐに駐車場に停まる。

　宗像にしなだれかかるようにしてホテルに入っていく。

　まだ昼間だが、宗像は部屋を取るとすぐに向かう。

　カードキーで解錠すると、すぐに宗像がベッドに押し倒してきた。

「きゃっ」

「じゃあ、今日はこの後たっぷり僕に時間を使ってくれますね？」

「うん」

　甘えた声でおねだりすると、すぐにワンピースを脱がされて裸にされてしまう。

　宗像も全裸になると、すぐにたわわな胸を揉んできた。

「あっああっ！」

　いつにも増して甘えた声をあげてしまうと、宗像が反対の胸にしゃぶりついてくる。

「ひあっ！」

「こんなに愛してるのに、どうして赤岩先輩は僕のこと信じないんですか？」

「だって……」

「それとも、わざととか？」

「違うっ」

　椿が言うと、宗像は楽しげに口角を上げる。

「じゃあ、僕のことをどう思ってるか教えてください。今日はそう簡単には帰しませんから」

　ちゅうちゅうと先端を吸われてしまうと、椿は甘えた声をあげてしまう。

　もはや宗像の思うがままだ。

「好きぃ……」

「誰がですか？」

「宗像くんのことがっ」

「もっと言わないと許せません」

　宗像の指先がそろそろと内股をなぞり、すぐに蜜壺に指が二本挿入される。

　じゅぷじゅぷと音を立てて、抜き差しされると椿はシーツを引いた。

「ああああっ！」

「ほら、もっと言わないとイカせちゃいますよ？」

「やああっ」

「赤岩先輩、もしかしていつも以上に感じてますね？」

　椿は首をふるふる振った。

　先ほど葵に体を支えてもらって宗像以外の男性にときめいてしまった罪悪感のせいなのか。改めて宗像とセックスすると猛烈に反応してしまう。

「あっああっ！　そこ、ダメっ」

「どんな風にですか？」

「あっあっ！」

　腹の奥底から溢れ出る感覚がして、椿は懸命に堪えた。

　もはや宗像を前にして平然としていられない。

　腹の奥が疼きまくり、足がひくついてしまう。

「ああああっ！」

　内壁を何度も擦られて、椿は酩酊状態に近くなっていく。

「あっああっ！」

「そろそろですね？」

　椿が息を乱して声も出なくなってきた時だ。

　思い切り潮を吹いてしまい、ガックリとシーツに身を沈めた。

「宗像くぅん」

「よくできました。いつにも増して激しいですね、赤岩先輩」

「体が……変なの。どうにかして？」

「ええ、もちろんです」

　椿は甘えてみせると、宗像は椿を横抱きにして、浴室に運ばれる。

　そして鏡の前に立たされると、尻を突き出す格好にさせられた。

　蜜口に熱が当てがわれると、すぐに猛りが挿入される。

「あああっ！」

「ナカはとろとろです」

　ズンズンと突き上げられて、椿は腰を振りたくってしまう。

「宗像くっ、宗像くんっ」

「赤岩先輩……」

　振り向かされて強引に口づけられると、椿は積極的に舌を絡めていく。

「ンンッ……ふぅ……」

「他の男に惑わされないでくださいね？」

「うん」

　椿はとろんとした表情で椿を見ていた。

　やはり、宗像じゃないとダメだと実感していく。

　心だけでなく、体の方がよく宗像の方を知り尽くしてしまったような気すらするのだ。

「私、宗像くんがいないとダメみたい」

「そうです。僕がいないとダメなんです。もっと分からせてあげますよ」

　そう言うなり、抜き差しが速くなっていく。

「あっああっ！」

　たわわな胸が激しく揺れて、最奥を刺激される。

　先ほど果てたばかりでまたすぐにイキそうになる。

「あああっ！　またぁ！」

「ナカがすぐに締まる……っ」

　激しい抜き差しをされて、椿は息を乱した。

　隘路はキュッと閉まり、肉塊を咥え込んで離さないほどだ。

「あっあああっ！」

「くっ」

　宗像が切ない声をあげたその刹那、白濁がたっぷりと注がれる。

「ああああっ！」

　椿は心から宗像と繋がった気がして、今までにない快感が体を駆け巡った。

「好き、好きっ！　宗像くんっ」

「僕もです、赤岩先輩っ」

　ぎゅっと抱きしめられて、二人はしばらく動けなくなる。

　しかし、猛りはまた雄々しくなり、椿の体の中で膨らみ始める。

「あっ」

「風呂の中でしましょうか」

　そう言って抱えられると、湯を張りながら椿は宗像の上に跨り自ら腰を振りたくった。
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　――数日前。







「社長の寄稿文、まだ来ないのかな〜」

　そうぼやいているのは、椿の同僚だ。

　椿たちは会議室で話をしている。

「締め切り過ぎても来ないし、忙しいのは分かるんだけど。もう少し催促のメール送っておこうかな」

「平気？」

「だって、間に合わなくなったら大変でしょ。それに、今回は社長が直々に寄稿文を載せることにオーケーしたんだし、頑張ってもらわないと」

「忙しいのかもしれないし、メールは気をつけてね」

　そう言って、同僚はメールを書いて送る。

　しかしそのメールは社長ではなく、宗像に届く。

　もちろん、宗像は何度もその女子社員とやり取りをしていた。

　そろそろ原稿が欲しいというメールももらっていたし、締め切りのことも分かっている。

　しかし、宗像は新社長としての寄稿文が書けないでいた。

　そんなことを知らない椿は、宗像とたっぷりと抱き合い、汗と精に塗れて蕩けている。　

　椿の甘えた声に、宗像は理性を無くしてしまったせいだろう。

　宗像は椿にキスマークを付けるのに夢中で、寄稿文のことなど忘れている。

　この女子社員の悩みなど知らずに。










第四話　新社長就任そして結婚へ








　あれから半月ほどが経過し、みんな少しずつ新しい社長に慣れ始めた。

　宗像は新社長に就任。広報部にも知られることとなった。

　宗像の父が見合いの席で椿の存在を知り、公私混同していると激怒し、即座に社長就任。　

　広報部では宗像に対して失礼がなかったかと慌てる者もいたが、お忍びで会社を見たいのなら、気遣いはなくてよかっただろうとみんなでなんとか納得することになった。

　そして、椿は新社長になった宗像に堂々とインタビューをすることが決まり、その日は社長室へ向かっていた。

　以前の社長は不在のことも多かったが、宗像はまだ未熟だからと、社長室にいて存在をアピールすることに決めたそうだ。

　ドアをノックすると宗像の声が聞こえてくる。

　椿はドアを開けて入ると、宗像が照れた顔を見せて微笑んだ。

「改めてインタビューすることもないと思いますけど」

「だめ。宗像くんは、もう社長なんだから」

　そう言って、椿は宗像にインタビューを始める。

　宗像は思っていたよりきちんと理想とビジョンがあり、椿は驚いた。

　録音しつつ、自分でもメモを取って宗像との会話を進める。

　時々宗像が恥ずかしそうにするので、椿が咳払いするシーンもあったが、インタビューを無事に終える。

　すると、宗像が椿に触れたそうな熱っぽい目を向けてくる。

「仕事中です、社長」

「分かってますけど」

「それから、これが以前撮った、広報誌に使う社長の写真です」

　そう言って、写真を見せると宗像は嬉しそうな声をあげる。

「おお、すごい綺麗に撮れてますね」

「広報部でも評判が良くて、すごくカッコよく撮れてるって言われてます」

「椿さんはどう思うんですか？」

「仕事中に名前で呼ばないって決めたでしょっ」

「教えてください。椿さん」

「かっこいいと思った。けど……」

「けど？」

「女子のファンが増えそうかなとも」　

　椿が言うと宗像がクスッと微笑んだ。

「増えたら困りますか？」

「それは、まあ……」

　椿がモジモジしていると、スマホが振動した。

　なんだろうと思って見てみると、同僚からだ。

　すぐに返事をしなければと画面を見ると、驚くことが書いてある。

　椿は顔を引き攣らせて、宗像をジト目で見つめた。

「社長、まだ寄稿文が届いてないそうですが？」

「あっ」

「どうしてすぐに相談してくれなかったの！　言ってくれれば手伝ったのにっ。前社長から言いつけられてた事も聞いてないんだから！」

「いや、その……。父が勝手に決めてしまって。一人でなんとか出来ると思いまして」

　椿はじっと宗像を見つめた。

（あれだけなんでもこなせる宗像くんが、もしかして文章を書けないとか？）

　椿は考えを巡らせると、宗像が言った。

「実は、文章を書くのが苦手で、寄稿文なんて全然思い付かなくてですね」

　椿は目の前が真っ暗になりそうだった。

　今から書き始めたとして、ノロノロペースで書かれたら出版社の締め切りに間に合わない。

　かといって、椿が代わりに書くわけにもいかないのだ。

「前社長は寄稿文を書く気はないの？」

「新社長のお披露目にいいだろうって言われました」

「全く。簡単に引き受けないで欲しいわ。どうりで今回は寄稿文だけならオーケーだなんて話が通ったのね。とにかく、手分けして書きましょう」

「でも、椿さんが手伝ったら分かるんじゃ？」

「私は話の筋道を考えるから、宗像くんはそれに対して自分の考えを書いて」

「分かりました」

　椿は持っていたメモを取り出すと、すぐに挨拶文から始まり、宗像のプロフィール、そしてどんな風に仕事をしていきたいかのビジョンなどを、ざっと書いた。

　文章が苦手なら、最悪行間を調節したり、文字の大きさを調節したりして少しでも文字数を少なくすることも出来るので、その辺りは編集部と交渉だ。

　とにかく、まずは自分が筋道を書いてしまおうとさっと書き終えると、宗像に手渡した。

「これに沿って自分の意見を書いて。自分なりの言葉で大丈夫だから」

「でも、そう言われると余計に色々悩むんです」

「悩んでることも含めて社長の意見だと思うから。後はこっちで添削もするし、問題ないから、今は書いて欲しいの」

　椿は促すと、宗像はメモを見ながらキーボードを打ち始めた。

　始めはそろそろと考えるように打っていたが、次第に波に乗っていいペースで書き始める。

　一時間もすると、宗像は書き終えて、印刷して見せてくれた。

「ひとまず、これを預かるから。あとはこちらで赤字を入れて、それをまた見てくれる？」

「分かりました」

「なんとか間に合いそう。宗像くん、出来ないなら私を頼っていいのに」

「だって、恥ずかしいじゃないですか」

「それで仕事に穴が空く方が恥ずかしいの。じゃあ、これは預かっていくから。それから、このことちゃんと担当の子に謝罪するのよ？」

「分かっています」

「あと、これからも社長の寄稿文は書いてもらうと思うけどいい？」

　椿が言うと宗像は小さく頷いた。

「今度は自分で頑張ってみます。さっき書いて、なんとなくコツは掴んだので」

「分かった。実は、社外から新社長の言葉が聞きたいって取材が来てるの。今まで顔出しもしてなかったから、当然よね」

「これからは、社外にもアピール出来るように、寄稿文や取材にも応じていきますので。慣れない文章も頑張ります」

「ありがとう。私も手伝うから」

　椿が微笑むと、宗像も笑みを見せる。

「なんとか一人で書けるようになるようにします。椿さんも忙しいから」

　椿は嬉しくなって頷いた。

　彼は完璧だと思っていただけに、今回のことは危なかった。

　椿は宗像のフォローにいつでも回れるようにしたいと思いつつ、宗像の成長を見守ることに決める。

　

　そして、さらに一ヶ月後。

　新しい広報誌は新社長のお披露目とともに、社内外に配られ、宗像は色々なところで知られることになった。

　彼が思っていた以上に取材のオファーが絶えず、広報部は忙しさを極め、宗像もスケジュールがいっぱいの状態になっていた。

　以前から練っていた新しい非売品の貯金箱は好評で新社長就任記念に株主に配られた。商品化して欲しいなんて声も上がるほどで、転売までされている始末だ。

　宗像は以前の社長と違いオープンなので、社内の活気が上がったような気がしている。

　もちろん、取材では以前の社長と比べられることも多いようだが、宗像はサラリとかわして自分なりに会社を成長させていくと意気込むインタビューばかりだった。

　広報部としても、宗像をバックアップ出来るように次の広報誌で宗像の考えている構想を具体的に載せることはどうだろうと企画会議で上がっている。

　椿も宗像も互いのプライベートな時間を忘れるほど多忙だった。

　二週間に一度、椿の部屋に来て宗像と体を重ねる程度のデートをするだけで、ゆっくりと会う暇はなくなりつつあった。

　しかし、そんな中でも以前宗像が両親に挨拶をしたこともあり、結婚への話が進んでいる。

　その日は、仕事終わりに宗像と外で食事を済ませて、椿の部屋でのんびり映画を見ていた。

「椿さん」

「何？」

「遅くなりましたけど。結婚してください」

　そう言われていきなり見せられたのは、婚約指輪だった。

　驚いて声も出せない椿は苦笑してしまう。

「もっとおしゃれなレストランとか、綺麗な夜景が見えるところとかあったじゃない」

　椿はクスクス笑った。彼ならどんな高級レストランでも予約できるのを知っているからだ。

「でも、僕の中ではここが一番落ち着いて告白出来るんです」

「そう？　ありがとう。お受けします」　

　椿は胸に熱いものが込み上げつつ、指輪を薬指に嵌めてもらう。

　宗像は嬉しそうに眦を下げて、そのまま抱きついてきた。

「僕の奥さんですね？」

「もう前からそんな気分だけど」

「でも、これからもっと忙しくなります。結婚式の準備とか引っ越しとか」

　宗像に言われて、椿はくらりとした。

　仕事が多忙な上に、結婚式の準備までしないといけないなんて体が二つあっても足りないくらいだ。

「式はもう少し落ち着いてからにする？」

　椿が言うと宗像が悔しそうに言う。

「早く見たいです。椿さんのドレス姿」

「そんなこと言われても、今宗像くんだって忙しいでしょ？」

「椿さん、もう僕のこと、名前で呼んでくれてもいいじゃないですか」

「う、うん」

　椿は恥ずかしくなって顔を逸らした。

　彼の名前は仕事中に何度も見ている。

（瑛人って今更言うのも恥ずかしい）

　椿は上目でぼそりと言った。

「瑛人。今日もするでしょ？」

「当たり前です」

　言うなりすぐに押し倒されてしまう。

　口づけされると、すぐに口内を舐られて椿は甘い声をあげた。

「あっああっ……」

「こっちも確認させてください」

　すぐにスカートを捲られて、下着越しに濡れているか確かめられると椿は体を震わせる。

「やあっ」

「こんなにして。夜になると我慢できないんですね？」

「瑛人なんて呼ばせるから」

　椿は恥ずかしいと思いながらも、その晩は何度も瑛人と名前を呼んで喘いだ。

　そして結婚式は二年後に行われることに決まり、二人は籍だけを入れて宗像の家で暮らすことが決まった。










エピローグ







「病める時も健やかなる時も――」

　牧師の言葉を耳にしながら、椿と宗像は二年越しの式を都内のホテルで挙げていた。

　宗像の関係者ばかりで椿には少し肩身の狭い結婚式でもあるが、宗像が互いの親睦を深めるためにも、両親を交えてまた食事会の場を設けようと言ってくれた。

　宗像はその日までに立派に社長業を務め、今では二代目としてしっかり仕事をこなしている。

　宗像の顔をそろりと見れば、緊張した面持ちだ。

　椿はクスリと微笑むが、彼が気付く様子はない。

　指輪の交換になり、宗像がぎこちない手つきで指輪を嵌めてくれる。

　誓いのキスも、いつもの猛然としたキスと違って、初々しい感じのキスだ。

　椿もドキドキしながら式を済ませていくと、宗像が言った。

「こんな風になる日が来るなんて、信じられないです」

「もう一緒に生活してるし、そんなに驚くことじゃないでしょ？」

「いえ、改めて椿さんと一緒になるんだなと実感してます」

　言われて、椿は赤面した。

　相変わらず、彼の甘い言葉は椿を困惑させてくる。

　宗像と椿は式場を後にして、パーティ会場に移った。

　すると、今度は色々な関係者へ挨拶に周り、忙しくなってしまう。

　会社関係の人間も多く、椿も気が抜けない状況だ。

　なんとか席に戻ってため息を吐くと、宗像が水をくれた。

「ありがとう」

「あと少しだから」

「瑛人がいるおかげで、なんとかなってる」

　椿が言うと、宗像は恥ずかしそうにする。

「僕も椿さんがいると思うと心強いです」　

　椿がクスッと笑った時だ。

「今晩は寝かさないつもりですから」

　いきなり言われて椿は胸がばくっと鳴ってしまう。

「今言わなくてもっ」

「色々な人が椿さんを見て、綺麗だって言うから。僕としてはきちんと僕のものだと痕を残さないといけないんです」

「そんなことしなくてもいいと思うけど……」

　椿がしどろもどろになって言うと、宗像が言った。

「本当は嬉しいんじゃないですか？」

「……それは……うん」

　椿は素直に答えると宗像が嬉しそうに目を細めた。

　そして椿の手を取ると、立ち上がる。

「じゃあ、挨拶はささっと終わらせましょうか」

「聞こえないように言ってっ」

「分かってます」

　宗像の悪戯な笑みに椿はどきりとしつつ、宗像と一緒にもう一度挨拶に回り始めた。

　式が終わりホテルの一室に戻ると、椿はベッドにダイブしてしまう。

「もう寝たい」

「だめです。約束はどうしたんですか？」

「眠い……」

　椿が寝ようとした時だ。

　宗像が椿の着ていた私服のワンピースのスカートを捲りあげてくる。

「きゃっ」

「ほら、寝ててください」

「ま、待って……」

「待てません」

　言うなり、宗像は下着越しに蜜芽を舐め始めてくる。

「ンンッ！」

「声出してください」

「いつもと違う所だから、恥ずかし……」

「いつも聞かせてくれるじゃないですか」

　宗像が言うので、椿は思わず喘いでしまう。

「あっああっ！」

「よくできました」

　椿は赤面しつつ、シーツを引いた。

　宗像はご馳走だと言わんばかりに、下着を脱がして蜜壺に舌を突き入れてくる。

「あっふああっ」

「甘い味がしてきました」

「きたな……いでしょ」

「いえ、いつまでも堪能できます」

　ぺろぺろ舐められていると、椿の頭の中も蕩けてくる。

　宗像は服が邪魔だとすぐに椿を裸にしてしまうと、自身も裸になってしまう。

　そして、指先を蜜壺に挿入すると思い切り抜き差しを始めた。

「あっああっ！」

　グチュグチュと音を立て始めると、卑猥な水音が部屋中に響いてしまう。

　椿は何も考えられなくなってくると、宗像に抱き起こされた。

「ほら、せっかくだから窓辺でしましょう」

「瑛人……」

　煌めく夜景を見ながら、椿は尻を突き出す格好にさせられる。

　熱が蜜口にあてがわれて、ゆっくりと入り込んできた。

「あっああああっ！」

　椿が喘ぐと宗像が後ろから胸を揉んでくる。

「窓を見てください」

　椿が見ると自分の卑猥な顔が映り込んでいる。

「こんな顔を見れるのは僕だけです」

「瑛人……瑛人……」

　椿はうわ言のように言うと、腹の奥がジンジンと熱を帯び始めた。

　抜き差しが速くなってきて、中心をどんどん刺激し始めている。

「あっああっ！」

「ナカがすぐにきつくなってきました。感じまくってますか？」

「だって、幸せだから」

　椿は蕩けた頭で宗像に言った。

　この日までになんとか仕事をやりくりしながら挙式の予定を進めていたのだ。

　深夜に色々一人で考えたり、宗像との時間を割いたりして頑張っていた。

　二人の時間が増えた気がしないような時もあって、改めて幸せだと感じてしまう。

　椿は腹の奥に感じる熱が愛おしくて何度も喘いだ。

「あっあああっ！」

「椿さんっ」

「瑛人っ」

　さらに抜き差しが速くなると、宗像は忙しなく腰を振りたくってくる。

「ああああっ！」

　椿も何も考えられなくなってくると、勝手に腰が揺れてしまい求めてしまう。

　互いに本能のままに抱き合っていると、熱が腹の奥で膨張して暴れ出した。

「あっああああっ！」

「くっ」

　宗像が切ない声をあげた途端、熱が思い切り爆ぜた。

「あっああっ！」

　互いに果ててしまうと、椿は体を震わせてガックリと窓にもたれてしまう。

　たっぷりと精を注がれて下肢を伝い落ちてくるほどだった。

「瑛人ぉ……好きぃ……」

「そんな声、久しぶりに聞いた気がします。止められません」

　言われて、椿は備え付けの木目調のデスクに寝かされた。

「こ、こんなところでっ」

「だめですか？」

「高そうな家具だし」

「何かあれば買い取ります。ほら、まだまだ続けますから」

　言われて、足を大きく開かされると熱がまた侵入してくる。

「あっあああっ！」

　じゅぷじゅぷと卑猥な音を立てて、抜き差しされると椿はたわわな胸を揺らす。

　すると宗像がすぐに胸を鷲掴みにして揉んできた。

「あっああっ！　イクッ！」

「まだまだ、こんな簡単に終われません」

　宗像に言われて椿は蕩けながら幸せに満たされていく。

「いっぱい……して？　お願い」

　甘えて言うと、宗像は嬉しそうに微笑んだ。

「そんな素直な椿さんが大好きです。僕の前だけで甘えてくれるところが特に」

「瑛人以外に甘えられない」

　椿は言うと、宗像から思い切り突き上げられる。

「あっああああっ！」

　腹のナカの熱だけでイってしまうと、椿は息を乱した。

「おかしくなっちゃう！」

「ええ、こんな幸せ、僕もどうにかなりそうです」

　ズンズンと突かれて、子宮を揺さぶるような感覚に椿は声も出せないほどの快感が何度も何度も押し寄せてくる。

「はぁ……あっ！」

「椿……椿さんっ！」

「瑛人っ！」

　互いにぎゅっと抱き合いながら、宗像は腹の奥にもう一度精を放ってくる。

「あああああっ！」

　思い切り果ててしまい、頭の中が真っ白になる。

　体がヒクヒクして、何も出来そうにない。

　しかし宗像はまだだと言わんばかりに、デスクから抱き起こして今度はデスクに手をつかせて尻を突き出す格好にさせられる。

「瑛人ぉ……らめ……」

「まだまだ、全然足りません」

　椿はドキドキしながら、宗像の野獣のような求めに胸を高鳴らせた。

　こんなに求められたのは初めてかもしれない。

　何度も体は果てていて、壊れてしまいそうだ。

（ずっとお互いに我慢してたせいかも）

　椿はそれでも宗像のことが好き過ぎて、熱をもう一度咥え込む。

　部屋には卑猥な声が何度も響き渡り、そして宗像の欲望は止まりそうにない。

　椿たちは朝方まで抱き合い続け、声が枯れるほどだった。

　宗像の熱も静まることなく続き、椿は宗像のことが改めて好きになってしまいそうで、ドキドキと何度も胸を高鳴らしていた。

　椿は幸せを噛み締めながら、宗像との新しい門出の夜を堪能したのだった。







了
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あとがき




　今作『義理チョコのお返しが重すぎるガチ恋後輩男子は好きですか？』をお手に取って頂き、最後まで読んでくださりありがとうございます。

　今回は義理チョコからどんどん恋愛が進展してしまうお話になります。勘違いからの恋愛なのですが、椿は宗像の一途な想いで過去のトラウマのような恋愛を忘れていくことが出来、二人は両思いになるのですが、楽しんで頂けたでしょうか。

　バレンタインデーというと、年々売り出す時期が早くなっていて、この作品を書き終える頃にはもう某デパートのオンラインショップでは売り出していましたね。

　年末くらいかな。なんとなく見てみたら、バレンタイン特集がされていて驚きました。

　文章内では年明けの一月頃に情報を見つけることを想定していたのですが、年末にまで早くなっているのは想定外でした。

　バレンタイデー一週間前くらいじゃ目星のチョコは買えないかもしれないですね。

　私もいつだったかデパートに自分の為に買いに行ったのですが、会社の人の為のチョコというより、自分の為とかお友達にあげる為とか、そんな風に変わっているのかなと思いました。

　まあ、とはいえチョコを旦那さんが職場で貰っていたり、息子さんがいる方は女の子から貰って帰ってくると嬉しいですよね。

　旦那さんが本命で貰ってくると戸惑いますが！

　女子としてはこのイベントが社内で今はどんな風に扱われているのか、正確には分からないので、私の妄想的なところもあるのですが、椿のように卒なくこなす、という人が多いのかなと思ったりしています。

　あげないという人もいると思うし、あげても当たり障りのないものとか。

　私の子供の頃だと、一大イベントで誰が誰にチョコをあげたとか、手作りチョコだったとか、告白は成功したとか、色々な恋愛模様があったと思います。

　私はその情報をぼんやり聞いていて「凄いな〜、チョコあげたんだ〜」と見ているだけでしたけどね。

　バレンタインをきっかけに付き合う子もいたな〜。

　今はどうなのでしょうか。

　宗像は椿のことが好き過ぎて、義理チョコでも喜んで勘違いした行動を取りまくってますが、そういう子もいた気がする……。義理チョコなのにテンション上がりまくる男子。

　宗像はきっと、そういう子が記憶の彼方にいて、生まれてきたんでしょうね。

　椿も卒なく同じ部署の人に配っているのですが、私の記憶の彼方に、そういう子がいた気がします。クラスの男子全員分用意して皆にあげてて、その中で好きな子だけ違うチョコを用意して。思い出の彼方ですが。

　それでは、今回関わって下さった関係各社の皆さま、担当編集さま、イラストレーターの龍りゅう　胡伯こはく先生、読者の皆さま、本当にありがとうございました。

　また、会える時まで。




二〇二三年二月吉日

如月きさらぎ一花いっか








トパーズノベルス

同時配信二〇二三年二月二四日配信予定
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宵の伯爵と新米メイド～甘く秘めやかな教育から今日も逃げられません～


【書下ろし・イラスト三枚入り】







著作：叶マリン

イラスト：蘭　蒼史







　『イきたいのか？　まだ許してもいないのに、ふしだらな身体だね』







　　花屋の店員・絢子の生けていった花を見た梓家の当主・梓功史朗は、絢子に興味を抱く。絢子をなかば強引にメイドとして梓家に迎え入れ、性の「秘密の教育」を施すことにのめり込む。男を悦ばせる方法、女としての悦び、全てを仕込まれ続ける絢子。そんなある日、功史朗に「秘密の宴」へと連れ出されて……!?










トパーズノベルス

近日配信二〇二三年三月二四日配信予定








龍は虜囚で愛を繋ぐ～後編～（仮）（仮）


【書下ろし・イラスト五枚入り】




　著作：赤城まや　　イラスト：龍　胡伯







　『お前がどんな罪を犯していようと関係ない。俺は、お前を愛している』




　　一ノ瀬雪香は不動龍斗の父を殺した容疑をかけられ、龍斗の為に全ての罪を負う。だが龍斗は雪香を監禁、性奴隷にしてしまう。すれ違いながらも再び強く惹かれあう二人に、龍斗の母や彼に対立する男達が罠を…!?










ブルダリアス王国物語～第二話～（仮）


【書下ろし・イラスト五枚入り】




　著作：月森あいら　　イラスト：緒田涼歌







　『悪役令嬢』アネットを助けてくれたのは、金と銀の双子王子様たち——どちらかを選べなんてそんなの無理！




　　そんなのわたしのキャラじゃない！　――『悪役令嬢』子爵令嬢アネットに前世の記憶はない。幻の花を咲かせた奇跡を疑われるアネットを救ってくれた金と銀の双子王子様たち、どちらかを選べなんてそんなの無理！










トパーズノベルス

義理チョコのお返しが重すぎるガチ恋後輩男子は好きですか？
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